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米
国
L
N
G

輸
入
基
地
規
制
を
め
ぐ
る
連
邦
法
の
適
用
理
論

考
察

に
関
す
る

｜
｜
連
邦
天
然
ガ
ス
法
三
条
及
び
七
条
を
中
心
と
し
て
l
l

米国L N G輸入基地規制をめぐる連邦法の適用理論に関する一考察

草

薙

真

一
は
じ
め
に
｜
｜
問
題
の
所
在

二

F
E
R
e

の
規
制
権
限
に
関
す
る
訴
訟

二
一
F
E
R
C

が
扱
っ
た
L
N
G

基
地
規
制
を
め
ぐ
る
争
訟

四
考
察

五
結
語

は
じ
め
に
｜
｜
問
題
の
所
在

米
国
に
は
、
二
O
O

七
年
末
現
在
、
液
化
天
然
ガ
ス

(1
) 

地
」
、
又
は
単
に
「
L
N
G

基
地
」
と
い
う
）
が
五
つ
あ
る
。
開
4
0
3
2
基
地
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
）
、F
m
w
w
ゅ
の
V
R
－2

基
地
（
ル
イ

（F
E
C丘
町
一
色Z
m
昨
日
巳
の
m
g
一
L
N
G

）
輸
入
基
地
（
以
下
、
「L
N
G

輸
入
基

107 

ジ
ア
ナ
州
）
、
。
。
〈op
）
百
件
基
地
（
メ
リl
ラ
ン
ド
州
）
、
開F
m
U
E
ロ
仏
基
地
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
）
、
そ
し
て
可
。
ロ
ロ
己

g

基
地
（
プ
エ
ル



ト
リ
コ
）

(2
) 

で
あ
る
。
現
在
の
予
想
と
し
て
、
今
後
増
大
す
る
ガ
ス
供
給
分
の
ほ
と
ん
ど
を
L
N
G

に
よ
っ
て
占
め
さ
せ
る
勢
い
で
、

108 
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さ
ら
に
い
く
つ
も
の

L
N
G

輸
入
基
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
連
邦
政
府
に
提
案
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
、
地
点
確
保
の
承
認
を
受

L
N
G

基
地
の
設
置
を
含
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
地
方
の
反
対
運
動
も
あ
る
（
日
本

(3
) 

人
に
も
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

N
I
M
B
Y

と
い
う
語
を
想
起
さ
れ
た
い
）
。
な
お
、
米
国
は
、
問
。
ロ
包
基
地
（
ア
ラ
ス
カ
州
）
と

(4
) 

い
う
L
N
G

生
産
・
輸
出
基
地
を
有
し
て
い
る
。

け
る
可
能
性
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、

二
O
O

四
年
三
月
二
四
日
、
連
邦
エ
ネ
ル
ギ
ー
規
制
委
員
会
（
明
色
。
B
Z
W
H屈
指
可
問
。m巳
記
号
三
υ。
B
E
E
F
。
旦
F
E
R
e

）
は
、

∞
。E
M
内
田
何
回
百
円
8
1
ω。
－E
Z
ロ
ω
社
（S
E
S

社
）
が
な
し
た
申
請
に
対
し
て
、
宣
言
的
命
令
（

U
2
E
S
Z
弓
。
E
2

）
を
発
し
、
そ

の
中
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
・
ロ
ン
グ
ピ

l

チ
に
隣
接
し
た
L
N
G

基
地
の
地
点
確
保
、
基
地
建
設
、
及
び
基
地
操
業
に
つ
い
て
排

他
的
な
規
制
管
轄
権
を
宣
言
し
た
。
こ
の
命
令
は
、
日
本
企
業
の
資
本
が
入
っ
た
L
N
G

基
地
計
画
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
け

(5
) 

に
我
が
国
で
も
注
目
さ
れ
た
。
F
E
R
e

の
こ
の
よ
う
な
主
張
の
妥
当
性
を
は
か
る
に
は
、
（
州
際
通
商
規
制
の
要
素
が
こ
の
問
題
と

(6
) 

は
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
）
こ
の
種
の
規
制
に
つ
い
て
州
政
府
と
連
邦
政
府
の
間
に
あ
る
「
境
界
」
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

F
E
R
e

は
L
N
G

基
地
及
び
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、
初
め
て
そ
の
排
他
的
な
管
轄
権
を
主
張
し
た
の
で
あ

(7
) 

る
が
、
か
よ
う
な
権
限
は
F
E
R
e

に
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
米
国
に
お
い
て
も
呈
さ
れ
た
。
合
衆
国
憲
法
の
州
際
通

の
ん
叩
令
’
で
、

商
条
項

よ
り

連
邦

は
L 
N 

L G 
N 基
G 地
基に
地関
の寸

書 2
確嗣
健権
基志
賀11. §刃

房芯
員支 ら

基な
地ぷ
操と
業す
はる
4ー裁
手判
宝例
にも
叩ぁ
r・』て〉

のれ

活与
動ら
にで
盛ぁ
宇る
し
て議
い述
る二

ー
の
B
P
L

社
事
件
）
。
た
だ
し
、

L
N
G

の
輸
入
関
連
事
業
と
い
え
ど
も
明
ら
か
に
州
際
通
商
に
密
接
に
関
わ
る
し
、
米
国
内
に
増
大
し
つ
つ
あ
るL
N
G

に
対
す
る

需
要
に
応
え
る
こ
と
は
、
国
益
に
直
結
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
領
域
を
扱
う
こ
と
は
連
邦
が
な
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
の
意

(8
) 

見
も
強
く
、
む
し
ろ
そ
れ
が
政
府
・
産
業
界
共
に
支
持
さ
れ
て
い
る
。
合
衆
国
の

L
N
G

基
地
は
今
の
と
こ
ろ
わ
ず
か
な
数
で
あ
る

か
ら
、

一
基
増
設
の
効
果
は
重
要
で
あ
る
。
二
0
0
0

年
を
例
に
と
る
と
、
北
ア
メ
リ
カ
で
の
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
発
電
は
天
然
ガ



(9
) 

ス
で
な
さ
れ
た
。
右
に
述
べ
た
理
由
で
、
火
力
発
電
所
の
新
設
・
増
設
に
お
い
て
天
然
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
選
択
す
る
こ
と
が
主
流

（
叩
）

に
な
る
と
見
る
向
き
も
あ
る
。
今
後
二
O
二
O
年
ま
で
に
米
国
に
基
地
建
設
さ
れ
る
電
力
施
設
の
お
よ
そ
九
O
パ
ー
セ
ン
ト
が
天
然

(U
) 

ガ
ス
仕
様
と
な
り
得
る
と
も
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
L
N
G

基
地
の
建
設
は
ガ
ス
火
力
発
電
所
の
需
要
に
応
え
る
た
め
に
供
給
さ

れ
る
州
際
通
商
と
し
て
の
天
然
ガ
ス
供
給
に
影
響
を
与
え
る
。

の
用
途
で
の
天
扶
ガ
ス
需
要
は

年
あ
た
り

五
／可

セ
ン

トー
増例
加と
し（し
たきて

カ

フ
オ

jレ

ア
州
で
は

0 
0 

年

発
電
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L
N
G

基
地
建
設
の
た
め
の
投
資
を
呼
び
込
む
よ
う
に
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
政
策
を
打
ち
立
て
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、
住
民

の
反
対
運
動
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
、
連
邦
及
び
州
の
規
制
権
限
の
行
使
は
そ
の
よ
う
な
政
策
あ
る
い
は
対
応
と
密
接
に
関

（
日
）

係
す
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
こ
と
を
問
題
意
識
の
基
礎
に
お
き
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
連
邦
規
制
当
局
（
連
邦
動
力
委
員
会
（
司
包
2

色

刷M
O
d
s吋。
。B
B

官
包
。
口
一
F
P
C

あ
る
い
は
そ
の
後
身
の

F
E
R
C

）
の
L
N
G

基
地
規
制
の
た
め
の
連
邦
天
然
ガ
ス
法
（
Z
m昨
日
色
。
g

(M
) 

の
特
に
三
条
と
七
条
の
適
用
に
関
す
る
法
解
釈
を
「
適
用
理
論
」
と
捉
え
て
、
そ
の
詳
細
を
論
じ
た
い
。

k
F
2一
N
G
A

）

F
E
R
e

の
規
制
権
限
に
関
す
る
訴
訟

B
P
L

社
事
件F

P
C

（
一
九
七
七
年
に
F
E
R
e

に
改
組
）
は
、
回
。E
2
E

旬
。
一F
E
m
w社
（
以
下
、
「B
P
L

社
」
又
は
「
申
請

者
」
と
い
う
。
）
が
提
案
し
て
い
る
天
然
ガ
ス
の
輸
入
と
輸
出
の
た
め
に
用
い
る
施
設
を
規
制
す
る
排
他
的
な
管
轄
権
を
主
張
し
、
こ

の
こ
と
が
司
法
判
断
の
対
象
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
ま
ず
こ
の
事
件
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

B
P
L

社
は
、
一
九
四
二
年
二
月
一
一
日
、
天
然
ガ
ス
を
メ
キ
シ
コ
の
会
社
に
販
売
す
る
た
め
リ
オ
・
グ
ラ
ン
デ
川
の
近
く
の
あ

る
地
点
へ
の
天
然
ガ
ス
の
輸
送
の
た
め
に
、
テ
キ
サ
ス
州
の
中
に
完
全
に
位
置
す
る
形
で
天
然
ガ
ス
施
設
を
建
設
し
、
か
っ
、
操
業

一
九
四
七
年
に
、
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（
日
）

す
る
こ
と
の
許
可
を
求
め
た
。

F
P
C

は
、
N
G
A

三
条
に
従
い
、
合
衆
国
か
ら
メ
キ
シ
コ
に
対
し
て
天
然
ガ
ス
を
輸
出
す
る
こ
と

llO 

12) 

を
B
P
L

社
に
認
め
た
。
続
け
て
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
接
続
が
メ
キ
シ
コ
と
テ
キ
サ
ス
州
の
聞
の
境
界
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
認

(M
) 

め
る
大
統
領
許
可
が
B
P
L

社
に
発
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
四
七
年
二
月
二
二
日
、

F
P
C

は
、
申
請
者
が
連
邦
電
力
法

（
司
色
。
s

－
3
4
司
2
k
r
a一
F
P
A

）
の
い
う
「
天
然
ガ
ス
事
業
者
」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
施
設
が
同
法
の
定
義
す
る
「
州

際
通
商
」
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
社
は
N
G
A

七
条
等
、
天
然
ガ
ス
事
業
者
が
服
す
る
す
べ
て
の
連
邦
規
制
を

B
P
L

社
が
い
わ
ゆ
る
州
際
通
商
と
な
る
天
然
ガ
ス
の
輸
送
に
従

法学研究 81 巻 12 号（2008

受
け
る
こ
と
に
な
る
と
し
た
。
こ
の
論
理
に
よ
り
、
F
P
C

は
、

事
す
る
た
め
に
は
、
全
て
の
連
邦
規
制
に
服
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る

N
G
A

七
条
の
「
公
共
の
便
益
と
必
要
の
認
証
（
ε
2
5
・

8
Z

え
司
Z
E
付
。
。
ロS
E
8
8
8
ι
Z
2
2
ω
S
J
C
P
C
N
）
」
が
必
要
で
あ
る
と
通
告
し
た
。
こ
れ
に
不
服
が
あ
る
と
し
て
、
B
P

L

社
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
地
区
連
邦
巡
回
控
訴
裁
判
所
に
司
法
判
断
を
求
め
た
。
結
果
は
、
B
P
L

社
の
勝
訴
で
あ
っ
た
。

同
裁
判
所
は
、
F
P
C

と
は
異
な
る
見
解
を
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
B
P
L

社
の
基
地
操
業
形
態
は
完
全
に
州
内
に
と
ど
ま
り
、

（
口
）

連
邦
法
が
F
P
C

が
規
制
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
は
完
全
に
外
国
と
の
貿
易
に
該
当
す
る
部
分
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
特
定

の
法
令
の
目
的
の
た
め
の
定
義
上
、
連
邦
議
会
が
あ
え
て
一
つ
の
表
現
に
そ
の
両
方
を
含
ん
で
い
な
い
場
合
、
「
州
際
通
商
」
と

（
日
）

「
貿
易
」
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
州
際
通
商
は
貿
易
を
含
む
概
念
で
は
な
い
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
同
裁
判
所
は
連
邦
議

会
が
頻
繁
に
そ
の
よ
う
に
異
な
っ
た
概
念
の
区
別
に
意
を
払
っ
て
き
た
と
し
つ
つ
、
連
邦
議
会
で
は
そ
れ
ら
の
用
語
の
使
用
は
慎
重

（
四
）

に
区
別
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
、
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
裁
判
所
は
、
も
と
も
と
の

N
G
A

最
終
法
案
に
す
ら
外
国
と

の
貿
易
と
い
う
概
念
が
明
確
に
含
ま
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
、
法
案
可
決
の
直
前
に
わ
ざ
わ
ざ
外
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て

（
却
）

い
る
。
そ
し
て
「
我
々
は
連
邦
議
会
の
行
為
と
し
て
わ
ざ
わ
ざ
省
い
た
概
念
を
法
律
の
文
言
に
解
釈
で
書
き
込
む
こ
と
を
臨
時
踏
し

（
幻
）

た
」
と
述
べ
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
「
外
国
と
の
貿
易
は
含
ま
な
い
」
も
の
と
「
州
際
通
商
」
を
位
置
づ
け
た
。
ま
た
、
連
邦
規

制
当
局
が
、
そ
の
販
売
が
貿
易
を
基
本
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
不
当
に
も

B
P
L

社
の
基
地
操
業
の
す
べ
て
を
制
御
し
よ
う
と
し



た
と
認
定
し
、
申
請
者
の
基
地
操
業
行
為
は
、
州
際
通
商
に
お
け
る
天
然
ガ
ス
の
輸
送
、
又
は
州
際
通
商
に
お
け
る
天
然
ガ
ス
の
卸

売
販
売
を
含
ん
で
お
ら
ず
、
そ
の
行
為
は
完
全
に
地
域
内
の
も
の
で
あ
り
、
連
邦
規
制
当
局
の
規
制
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
と
し
た
。

2 

U
－2
1
0
8
社
事
件

事
実
の
概
要

〆’.....＿

一
、、＿＿，
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右
の
B
P
L

社
事
件
判
決
か
ら
約
四
半
世
紀
が
経
過
し
、
F
P
C

は
、
一
九
七
二
年
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
の
外
国
と
の
輸
出
な

い
し
輸
入
に
対
す
る
管
轄
権
を
主
張
し
（
オ
ピ
ニ
オ
ン
六
二
二
号
）
、
思
鬼
門
日
m
g

社
が
司
法
審
査
を
申
し
立
て
た
。
そ
れ
が
巴
ω
丹
江
・

m
g

社
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
の
事
実
の
概
要
か
ら
紹
介
す
る
。

（
幻
）

口
町
丹
江m
g

杜
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
か
ら

L
N
G

を
輸
入
し
た
い
と
し
て

N
G
A

三
条
に
基
づ
き
そ
の
認
可
を
申
請
し
た
。
同
社

は
、
米
国
内
で
L
N
G

基
地
を
操
業
し
て
い
た
ガ
ス
事
業
者
で
、
長
期
間
外
国
か
ら
L
N
G

を
大
量
輸
入
す
る
構
想
を
発
表
す
る
と

（
お
）

F
P
C

に
そ
の
旨
を
申
請
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
申
請
に
よ
れ
ば
、

U
Z
丹
江m
g

社
は
、
二
O
年
の
長
期
契
約
を
締
結

同
時
に
、

し
て
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
か
ら

L
N
G

タ
ン
カ
ー
に
て
最
大
六
隻
（
後
に
一
四
隻
ま
で
増
加
さ
せ
た
。
）
を
毎
年
輸
入
す
る
こ
と
と
し
て

（M
）
（
お
）

い
た
。
こ
れ
に
よ
り
ガ
ス
供
給
ピ
l

ク
期
の
需
給
逼
迫
リ
ス
ク
を
逓
減
さ
せ
る
機
能
が
期
待
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
の

L
N
G

基
地
を
、

U
Z
可
釘
m
w
ω社
が
悶
2
3
2

（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
）
、ω
g
g
ロ
島
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
）
に
基
地
建
設
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
す
な（

加
）

わ
ち
、
思

Z
E
m
g杜
は
米
国
領
海
内
で
州
を
跨
い
で
ガ
ス
輸
送
を
行
う
こ
と
を
当
該

L
N
G

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
前
提
と
し
て
い
た
。

も
と
も
と
、
同
社
は
L
N
G

事
業
の
管
轄
権
に
つ
い
て
は
通
常
の
天
然
ガ
ス
の
販
売
や
輸
送
と
同
じ
範
囲
に
お
い
て
連
邦
が
有
し

（
釘
）

て
い
る
と
考
え
た
。
ま
た
、
巴
a
E
m
g社
が
提
案
す
る
事
業
が
、
天
然
ガ
ス
の
産
出
や
貯
蔵
に
類
似
し
た
も
の
で
あ
り
、
輸
入
後

（
却
）

の
再
販
売
の
た
め
の
天
然
ガ
ス
の
州
際
通
商
は
当
然
に
連
邦
規
制
委
員
会
の
規
則
に
服
す
る
と
し
た
。
さ
ら
に
巴
ω

可
－m
g

社
は
、

111 

自
己
消
費
の
み
な
ら
ず
転
売
の
目
的
で
州
を
ま
た
い
で
天
然
ガ
ス
を
販
売
す
る
「
天
然
ガ
ス
事
業
者
」
と
な
る
と
自
己
を
位
置
づ
け



（
却
）

た
。

12) 

一
方
、
連
邦
規
制
当
局
で
あ
る
F
P
C

は
、
自
ら
の
管
轄
権
を
主
張
す
る
上
で
、
天
然
ガ
ス
の
輸
入
・
輸
出
が
N
G
A

三
条
の

（
却
）

下
で
規
制
を
受
け
る
と
し
た
。
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（
出
）

B
P
L

社
事
件
を
引
用
し
て
、

L
N
G

が
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
口
町
・

（
担
）

可
釘
g

社
の
L
N
G

基
地
に
送
ら
れ
た
と
き
、
外
国
と
の
貿
易
の
部
分
は
終
了
し
て
い
る
と
し
た
。
そ
し
て
同
社
が
N
G
A

三
条

（
お
）

に
基
づ
く
各
規
制
に
服
す
る
こ
と
は
な
い
と
結
論
し
た
。
た
だ
し
、
F
P
C

は
、
N
G
A

三
条
の
下
で
、

L
N
G

輸
入
申
請
の
承
認

の
後
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
き
、
聴
聞
の
機
会
を
附
与
す
る
こ
と
を
経
て
、
補
充
的
命
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る

(M
) 

と
し
た
。
「
純
粋
な
州
内
活
動
に
我
々
の
管
轄
権
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
我
々
の
決
定
は
、
最
も
妥
当
な
価
格
で
ガ
ス
消
費
者
に
ガ

（
お
）

ス
の
供
給
を
受
け
さ
せ
る
た
め
の
責
任
か
ら
つ
い
に
我
々
を
解
放
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
」
と
す
ら
述
べ
て
い
る
。
そ
の
当
時
の
天
然

ガ
ス
の
厳
し
い
不
足
状
態
、
国
内
の
ガ
ス
備
蓄
状
況
か
ら
見
た
将
来
の
悲
観
的
な
見
通
し
を
維
持
し
つ
つ
、
深
刻
な
天
然
ガ
ス
不
足

を
取
り
繕
う
よ
う
に
緩
和
さ
せ
る
意
図
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
F
P
C

は
、

F
P
C

は
、
米
国
内
の
資
源
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
開
発
に
つ
い
て
「
最
大
の
重
要
性
」
を
認
識
す
る
と
し
つ
つ
、
「
我
々
は
外
国
か

ら
の
L
N
G

の
輸
入
を
含
む
天
然
ガ
ス
の
新
規
か
つ
補
足
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
開
発
を
許
容
し
、
奨
励
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

（
部
）

と
述
べ
た
。
ま
た
、
L
N
G

輸
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
発
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
招
き
入
れ
る
こ
と
を
認
め
た
が
、
「
そ

れ
ら
は
天
然
ガ
ス
が
不
足
し
、
又
は
他
の
天
然
ガ
ス
供
給
や
他
の
化
石
燃
料
供
給
と
も
十
分
に
競
争
的
で
あ
る
と
き
に
限
り
と
い
う

（
訂
）

こ
と
だ
」
と
牽
制
し
た
。
し
か
し

F
P
C

は
、
ガ
ス
供
給
の
実
態
が
変
化
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
州
際
市
場
へ

の
よ
り
魅
力
的
な
供
給
源
が
随
時
利
用
可
能
な
状
態
に
な
る
な
ら
ば
、
輸
入

L
N
G

は
州
際
市
場
に
も
通
用
す
る
条
件
に
従
っ
て
調

（
却
）

整
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
F
P
C

は
、
こ
の
判
断
が
L
N
G

の
長
期
輸
入
の
包
括
的
な
政
策
を
い
か
に
策
定
す

（
却
）

る
か
の
第
一
歩
を
表
す
も
の
と
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
て
、
F
P
C

議
長
が
以
下
の
よ
う
に
反
対
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
「
N
G
A

三
条
の
下
で
F
P
C

が
完
全
な
管



轄
権
を
口
町
可
釘
g

社
が
従
事
す
る
活
動
の
す
べ
て
に
及
ぼ
し
た
場
合
に
の
み
、
公
益
は
実
現
す
る
。
も
し
連
邦
規
制
当
局
と
し
て

（ω
）
 

当
委
員
会
が
こ
の
よ
う
な
形
で

L
N
G

基
地
の
上
に
包
括
的
な
管
轄
権
を
得
な
い
な
ら
ば
規
制
の
空
白
が
生
じ
て
し
ま
う
」
。
こ
の

反
対
意
見
は
、
N
G
A

の
定
義
に
従
え
ば
、
里
丘
ユ
m
g

杜
の
行
為
が
「
州
際
通
商
」
を
構
成
す
る
と
し
た
。
そ
れ
は
、
「
州
内
に

（
但
）

お
け
る
あ
る
地
点
と
他
の
州
の
い
ず
れ
か
の
地
点
と
の
聞
の
通
商
」
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

L
N
G

は
、
ま
ず
米
領
海
外
の
水
域

か
ら
合
衆
国
に
入
り
、
そ
こ
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
か
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
入
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
領
海
内
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に
お
い
て
州
際
通
商
に
従
事
す
る
こ
と
に
該
当
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
反
対
意
見
は
、
天
然
ガ
ス
の
輸
入
中
で
あ
っ
て
も
、

（
位
）

合
衆
国
領
海
内
で
は
N
G
A

七
条
の
C
P
C
N

の
認
証
を
必
要
と
し
、
同
時
に
州
際
通
商
が
外
国
貿
易
で
も
あ
る
と
論
じ
た
。
さ
ら

B
P
L

社
事
件
で
の
司
法
判
断
は
「
外
国
貿
易
で
あ
れ
ば
州
際
通
商
で
は
な
い
」
と
い
う
考
え
方

（
必
）

を
採
用
し
た
点
で
誤
っ
て
い
る
と
反
論
し
て
い
る
。

に
、
「
州
際
通
商
」
に
つ
い
て
、

さ
て
、

F
P
C

か
ら
オ
ピ
ニ
オ
ン
六
一
三
号
が
発
せ
ら
れ
た
後
、
ヨ
ω
丹
江m
g

社
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

に
お
け
る
同
社
の
L
N
G

基
地
建
設
計
画
を
立
て
た
D

そ
の
後
同
社
は
、
追
加
的
に
天
然
ガ
ス
輸
入
を
し
た
い
と
し
て
、
N
G
A

三

条
認
可
を
委
員
会
に
申
請
し
た
。
と
こ
ろ
が
F
P
C

は
、
当
該
申
請
に
N
G
A

七
条
の
C
P
C
N

申
請
を
も
併
せ
求
め
た
。
オ
ピ
ニ

F
P
C

委
員
の
構
成
は
変
化
し
て
お
り
（
委
員
二
名
が
辞
職
し
、
補
充
人
事
が
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な

（
叫
）

か
っ
た
。
）
、
先
の
口
町
可
応
g

社
事
例
で
反
対
意
見
を
書
い
た
二
人
の
委
員
は
こ
の
結
果
多
数
側
に
立
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め

F
P

C

は
同
社
の
施
設
の
全
て
に
管
轄
権
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
N
G
A

七
条
の
求
め
る
認
証
も
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
同
社
に
申
請

（
必
）

書
の
提
出
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
F
P
C

は
、
も
と
の
申
請
に
お
い
て
は
巴

2
E
m
g杜
が
貿
易
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
以
上
当
然

オ
ン
六
二
二
号
を
発
し
て
以
来
、

の
申
請
で
あ
り
、
新
申
請
の
部
分
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
間
の
州
際
通
商
に
お
け
る
、
天
然
ガ
ス
の
販

（
必
）

売
と
輸
送
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
に
な
る
と
し
た
。

U
Z
R
釘
m
w
ω杜
は
そ
の
よ
う
な
対
応
に
不
満
を
持
ち
、
新
申
請
は
不
要
で
あ

N
G
A

七
条
認
証
の
申
請
を
U
Z
可
釘
g

社
は
州
際
及
び
州
内
の
両
方
の
通
商
に
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る
こ
と
の
確
認
を
司
法
に
求
め
た
。
す
な
わ
ち
、



12) 

お
け
る
販
売
の
た
め
に
L
N
G

を
受
け
入
れ
、
蓄
積
し
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
接
続
す
る
た
め
の
も
の
と
位
置
づ
け
て
、

F
P
A

二
一
条

と
は
別
に
求
め
る
F
P
C

の
試
み
が
B
P
L

社
事
件
で
の
司
法
に
よ
る
法
解
釈
に
反
し
た
と
主
張
し
て
、
司
法
判
断
を
仰
い
だ
の
で

（
幻
）

あ
る
。
そ
の
巴
ω
丹
江m
g

社
の
主
張
に
対
し
て
F
P
C

は
、
N
G
A

の
文
言
と
立
法
経
緯
が
自
ら
の
主
張
を
支
え
て
い
る
の
だ
と
説
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明
し
た
。
す
な
わ
ち
、

L
N
G

の
輸
入
に
連
邦
が
包
括
的
な
規
制
を
行
う
こ
と
こ
そ
消
費
者
を
守
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
そ

れ
を
排
除
し
た
B
P
L

社
事
件
判
決
の
法
理
は
覆
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
さ
ら
に
、
州
政
府
は
必
要
な
規
制
権
限
を
行

（
姐
）

使
で
き
る
と
信
頼
す
る
に
足
り
な
い
存
在
で
あ
る
と
し
た
。

（
一
一
）

口
町
ユ
m
g

社
事
件
に
つ
い
て
司
法
判
断
を
下
す
こ
と
と
な
っ
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
地
区
連
邦
巡
回
控
訴
裁
判
所
は
、

司
法
判
断

N
G
A

の
文
言

と
立
法
経
緯
を
追
い
、
連
邦
議
会
が

N
G
A

を
解
釈
し
た
B
P
L

社
事
件
の
判
決
の
構
造
を
覆
す
法
律
を
制
定
す
る
一
四
回
も
の
機

（
却
）

会
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
そ
の
事
態
を
回
避
し
た
こ
と
を
重
視
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
五
三
年
に
連
邦
議
会
が

B
P
L

社
事
件
に
お
け
る
N
G
A

の
解
釈
に
沿
う
よ
う
に
連
邦
電
力
法
（
思
念
B

－
3
4
3
円
K
F
2一
F
P
A

）
を
修
正
し
た
こ
と
も
あ
る
よ
う

（
印
）

に
、
こ
の
考
え
方
が
標
準
化
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
結
論
と
し
て
、

N
G
A

の
解
釈
が
何
ら
か
の
規
制
の
空
白
を
生
む
の
で
あ
れ

ば
何
ら
か
の
再
考
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
つ
つ
、
F
P
C

の
規
制
権
限
が
州
の
規
制
権
限
に
対
し
て
ひ
ろ
く
補
足
的
な

役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
規
制
の
空
白
は
な
い
し
、

B
P
L

社
事
件
判
決
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
消
費
者
の
利
益
が

（
日
）

脅
か
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
と
し
た
。

さ
ら
に
同
裁
判
所
は
、

N
G
A

三
条
の
下
で
、
天
然
ガ
ス
の
輸
入
へ
の
F
P
C

の
権
限
に
つ
い
て
は
融
通
性
が
あ
る
と
し
た
。
F

P
C

は
無
条
件
で
L
N
G

の
輸
入
を
許
可
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
許
可
し
な
い
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
公
益
の
た
め
に
必

（
臼
）

要
又
は
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
「
条
件
又
は
期
限
を
設
定
し
て
」
輸
入
申
請
を
許
可
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
し
た
。

な
お
、
同
裁
判
所
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
、
F
P
C

の
判
断
を
支
持
し
て
い
る
。
「
天
然
ガ
ス
は
非
常
に
有
用
な
エ
ネ
ル
ギ
ー



源
で
あ
る
。
し
か
も
輸
入
に
よ
り
安
定
的
な
国
内
通
商
へ
の
悪
影
響
は
避
け
得
る
し
消
費
者
の
利
益
も
保
護
で
き
る
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
F
P
C

が
天
然
ガ
ス
の
州
際
通
商
を
規
制
す
る
の
と
同
様
に
消
費
者
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
規
制
権
限
が
行
使
さ
れ
る
こ

（
回
）

と
が
確
実
な
と
き
に
言
え
る
の
で
あ
る
。

N
G
A

三
条
が
規
制
す
る
天
然
ガ
ス
の
輸
入
許
可
に
い
わ
ゆ
る
N
G
A

七
条
の
C
P
C
N
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を
発
行
す
る
こ
と
を
求
め
る
の
は
、
州
際
そ
し
て
州
内
の
天
然
ガ
ス
販
売
に
関
す
る
行
動
を
監
視
す
る
委
員
会
の
裁
量
の
範
囲
内
に

（
臼
）

あ
る
。
N
G
A

三
条
は
規
制
の
空
白
を
生
ま
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

F
P
C

に
柔
軟
に
そ
の
権
限
を
行
使

（
日
）

さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
こ
の
よ
う
に
、
同
裁
判
所
は
、

F
P
C

に
は
、
当
該
事
例
に
お
い
て
確
か
に
N
G
A

三
条
の
下

に
規
制
権
限
を
有
し
、
そ
し
て
そ
の
権
限
の
行
使
は
、

（
回
）

量
権
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
し
た
。

N
G
A

の
三
条
と
七
条
を
併
用
す
る
規
制
を
含
め
、
既
に
十
分
に
大
き
な
裁

F
E
R
e

が
扱
っ
た
L
N
G

基
地
規
制
を
め
ぐ
る
争
訟

0
2
0
0て
社
事
例

二
O
O

一
年
に
、
L
N
G

基
地
へ
の
F
E
R
e

の
規
制
権
限
の
行
使
を
不
満
に
思
っ
た
企
業
が
、
F
E
R
C

の
管
轄
権
に
つ
い
て

F
E
R
e

に
対
し
て
ロ
ヨ
M
o
m可
F
Z
の
司
g

品
C
2
Z
ロ
叶
2
5
E

巳
「
司
・
（
以
下
、

（
町
）

「
口
三
百
句
社
」
と
い
う
）
が
宣
言
的
命
令
と
し
て
の
法
解
釈
を
求
め
た
こ
と
が
発
端
で
あ
っ
た
。
ロ
可
志
向
可
社
は
、

N
G
A

三
条
に

（
回
）

よ
る

L
N
G

輸
入
施
設
の
地
点
確
保
、
基
地
建
設
、
さ
ら
に
基
地
操
業
へ
の
規
制
管
轄
権
を
否
定
す
る
宣
言
を
求
め
た
。
対
す
る

F

（
印
）

E
R
C

は
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
以
下
に
、
こ
の
事
例
を
見
る
。

の
法
的
な
争
訟
を
生
ぜ
し
め
た
。
こ
れ
は
、

ロ
ヨ
H
o
m可
社
は
、
国
R
W
Z
R
M可
（
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
）
の
液
化
石
油
ガ
ス9
5
5
虫
色
思
可
。
－
2
5

の
ω
ω
一
L
P
G

）
基
地
の
近
隣
で
L

N
G

基
地
を
建
設
し
、
操
業
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。
す
な
わ
ち
、

L
N
G

タ
ン
ク
と
気
化
器
を
新
た
に
導
入
・
設
置
す
る
も
の
の
、
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12) 

既
存
の
L
P
G

タ
ン
カ
ー
用
の
ド
ッ
ク
と
バ

l

ス
は
共
用
と
す
る
こ
と
、
ま
た
、
多
く
の
州
際
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
自
社
設
備
を
接
続

L
N
G

輸
入
施
設
の
地
点
確
保
、
基
地
建
設
、
及
び
基
地
操
業
の
上
に
同
委
員
会
116 

す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。
そ
し
て

F
E
R
e

に
、

法学研究 81 巻 12 号（2008

の
管
轄
権
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
F
E
R
C

は
こ
の
ロ
ヨ
5
m
可
社
の
求
め
を
拒
否
し
た
。

ロ
ヨM
O
m可
社
は
、
天
然
ガ
ス
や
L
N
G

の
国
外
か
ら
の
輸
入
は
、
製
品
の
一
次
販
売
物
の
購
入
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
こ
と
、

そ
し
て
一
九
八
九
年
に
天
然
ガ
ス
の
井
戸
元
規
制
を
廃
止
し
て
以
降
は
、

（
的
）

と
し
た
。
従
っ
て
ロ
ヨ
5
m
可
杜
は
、
F
E
R
e

は
修
正
や
遅
滞
な
く
、
L
N
G

輸
入
許
可
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
L
N
G

輸

（
臼
）

入
基
地
の
地
点
確
保
、
基
地
建
設
、
及
び
基
地
操
業
に
条
件
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。
ま
た
天
然
ガ
ス
の
井
戸
元

規
制
の
廃
止
が
、
N
G
A

の
下
で
、
天
然
ガ
ス
の
す
べ
て
の
一
次
販
売
に
及
ん
で
い
る
と
し
た
。
ま
た
F
E
R
e

は
、
連
邦
議
会
が

一
次
販
売
は
全
て
、F
E
R
e

の
規
制
権
限
か
ら
外
れ
た

N
G
A

を
立
法
す
る
際
に
、
L
N
G

基
地
の
地
点
確
保
、
基
地
建
設
、
基
地
操
業
の
い
ず
れ
も
、
連
邦
の
管
轄
か
ら
除
外
す
る
立
法

者
意
思
を
持
っ
て
い
た
と
ロ
ヨ
5
m
可
社
は
解
釈
し
た
。

F
E
R
e

は
次
の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る
。
「
N
G
A

三
条
に
よ
れ
ば
、
自
由
貿
易
協
定
（
司
3
0

同
，S
号

こ
れ
に
対
し
て
、

〉
m
B
O
B
g
f
F
T
A
）
を
結
ん
だ
国
と
の
L
N
G

の
輸
出
入
は
連
邦
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
（
ロ
3
m
耳
目
8
2

同
開5
認
可
一
D
O
E

）
に
よ

（
臼
）

る
承
認
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
の
規
制
領
域
が
残
さ
れ
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。
」
そ
の
一
方
で
、F
E
R
C

は
、
天
然
ガ
ス

井
戸
元
価
格
規
制
は
廃
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
呼
応
す
る
形
で
輸
入
さ
れ
た

L
N
G

も
同
じ
よ
う
に
扱
わ
れ
る
必
要
が
あ

（
臼
）

る
と
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

F
E
R
e

は
、
連
邦
議
会
で
の
議
論
を
論
拠
と
し
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
「
当
該
修
正
は
、
カ

ナ
ダ
か
ら
の
天
然
ガ
ス
輸
入
を
確
実
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
、
し
か
も
そ
の
輸
入
は

L
N
G

と
し
て
な
さ
れ
て
も
、
国
内
産
ガ
ス
と

同
様
に
扱
わ
れ
る
べ
き
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
次
販
売
と
し
て
の
位
置
づ
け
をL
N
G

輸
入
に
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

囲
内
産
ガ
ス
の
一
次
販
売
に
は
当
委
員
会
の
規
制
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
の
と
同
様
の
扱
い
と
す
べ
く
修
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
州
規
制
当
局
が
審
査
、
料
金
調
整
済
み
で
あ
る
か
、
又
は
国
内
産
ガ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
れ
ば
服
す
る
こ
と
の
な
い
規
制



を
F
E
R
e

が
別
に
課
す
こ
と
を
禁
じ
、
か
つ
ガ
ス
輸
入
が
公
益
に
沿
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
べ

（
臼
）

き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
申
請
が
修
正
も
遅
延
も
な
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
」
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（
伍
）

F
E
R
e

は
自
ら
の
管
轄
権
は
一
部
の
領
域
に
強
固
に
存
在
し
て
い
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
立
場
は
、
連
邦
議
会
で
の

審
議
過
程
に
つ
い
て
見
る
と
、

F
E
R
e

の
権
限
は
排
除
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
F
E
R
e

は
L

（
邸
）

N
G

輸
入
基
地
の
地
点
確
保
、
基
地
建
設
、
及
び
基
地
操
業
へ
の
管
轄
権
を
放
棄
せ
よ
と
の
ロ
ヨ
回
認
可
社
の
要
求
を
拒
否
し
た
。

な
お
、
ロ
ヨM
m
w
m
可
社
事
例
に
続
い
て
、
F
E
R
e

は
ω
。
E
Z
S
F
Z
P
F

の
・
（
サ
ザ
ン
L
N
G
社
）
が
エ
ル
バ
島
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
）

（
釘
）

に
所
有
す
る
既
存
の
L
N
G

基
地
の
拡
張
に
対
す
る

N
G
A

三
条
に
よ
る
予
備
的
許
可
を
二

O
O

二
年
一
一
月
に
な
し
て
い
る
。
も

（
伺
）

N
G
A

三
条
に
基
づ
く
L
N
G

基
地
拡
張
許
可
と

N
G
A

七
条
に
基
づ
く
C
P
C
N

を
申
請
し
た
。

し
か
し
、

と
も
と
サ
ザ
ン
L
N
G

杜
は
、

こ
れ
に
対
し
て
F
E
R
e

は
、
当
該
事
例
に
お
い
て
N
G
A

三
条
の
み
で
、
提
案
さ
れ
た
基
地
拡
張
を
公
益
に
沿
わ
せ
る
こ
と
を
確

F
E
R
e

は
N
G
A

三
条
の
み
を
適
用
し
、
同
社
の
提

実
に
で
き
る
条
件
と
期
限
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。
結
論
と
し
て
、

（
的
）

案
が
公
益
に
合
致
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

2 

S
E
S

社
事
例

事
実
の
概
要

〆’h、、

一
、、＿，，

F
E
R
e

は
、
二
O
O
四
年
三
月
二
四
日
、

ω
。
ロ
ロ
門
戸
開
口
2
m
M可
ω
。
】
三
宮
ロω
社
（
S
E
S

社
）
の
・
申
請
に
対
し
て
発
し
た
宣
言
的
命

F
E
R
e

に
は
L
N
G

基
地
の
地
点
確
保
、
基
地
建
設
、
及
び
基
地
操
業
の
上
で
の
排
他
的
な
管
轄
権
が
あ
り
、
そ

（
河
）

れ
に
は
純
粋
な
州
内
の
ガ
ス
販
売
、
州
内
の
施
設
と
そ
の
基
地
操
業
行
為
に
対
す
る
も
の
も
含
む
と
し
た
。
こ
の
事
例
は
、S
E
S

L
N
G

を
合
衆
国
に
輸
入
す
る
目
的
で
ロ
ン
グ
ピ
l

チ
港
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
に
隣
接
す
る
L
N
G

基
地
の
建
設
を
な

令
に
お
い
て
、

『
い
」
号
、
、

私
企
品
川
付
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し
、
同
基
地
を
操
業
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
N
G
A

三
条
に
し
た
が
っ
て
、
F
E
R
e

に
許
可
申
請
す
べ
き
こ
と
を
F
E
R
e

側
が
求



（
九
）

め
、
S
E
S

社
が
そ
れ
に
応
じ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
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カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
公
益
事
業
委
員
会
（
わ
巳
出
。BE
E

一E
甘
口
江
口
々
の
。ss
z
巴
。
E
C
P
U
C

）
は
、
S
E
S

社
か
ら
提
案
さ
れ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
管
轄
権
は

F
E
R
C

で
は
な
く
C
P
U
C

に
こ
そ
あ
る
と
し
て
、

F
E
R
C

に
通
知
し
当
該
事
案
の
審
理
に

参
加
し
た
。
こ
の
際
C
P
U
C

は
、
そ
れ
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
内
で
天
然
ガ
ス
事
業
者
を
規
制
す
る
責
任
を
課
さ
れ
た
合
憲
的
政

（η
）
 

府
機
関
の
役
割
で
あ
る
と
し
た
。

C
P
U
C

は
、
S
E
S

社
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
基
地
操
業
（
そ
れ
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
内
の
市

場
で
扱
う
ガ
ス
を
得
る
た
め
の
L
N
G

施
設
の
使
用
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
）
が
、
同
社
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
公
益
事
業
法
（
以
下
、
単
に

の
上
で
の
公
益
事
業
者
に
す
る
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
公
益
事
業
者
は
、
L
N
G

事
業
を
行
う

「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
」
と
い
う
。
）

な
ら
ば
施
設
の
基
地
建
設
に
先
だ
っ
て
C
P
U
C

に
C
P
C
N

の
発
行
を
申
請
す
る
の
み
な
ら
ず
、
現
に
そ
れ
を
受
領
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。

C
P
U
C

は
、
こ
の
よ
う
に

S
E
S

社
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
に
よ
る
規
制
に
完
全
に
対
応
で
き
て

い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
同
社
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
な
く
連
邦
に
申
請
し
た
こ
と
を
非
難
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

C
P
U
C

は
、
L
N
G

の
価
格
及
び
輸
入
を
規
制
す
る
意
思
は
な
い
が
、
提
案
さ
れ
た
施
設
の
地
点
確
保
と
安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て
自
ら
に

管
轄
権
が
あ
る
と
し
つ
つ
、
以
下
に
つ
い
て
懸
念
を
表
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
天
然
ガ
ス
が
住
宅
用
に
消
費
さ
れ
又
は
発
電
に
用
い

ら
れ
る
場
合
の
供
給
安
定
性
、
そ
の
場
合
の
S
E
S

社
の
市
場
支
配
力
の
行
使
の
可
能
性
、
L
N
G

施
設
所
有
権
の
移
転
の
可
能
性
、

S
E
S

と
他
社
と
の
M
＆
A

の
可
能
性
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
c
p
U
C

は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
内
で
既
に
天
然
ガ
ス
事
業
者
に
関

し
て
こ
の
領
域
を
規
制
し
て
き
た
と
主
張
し
た
。

C
P
U
C

は
、
S
E
S

杜
が
提
案
し
た
L
N
G

施
設
が
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ガ
ス
社
（
F
E
E
g
n

任
問
。B
E

の
g

ゎ
。B
3
ロ
ヨ

∞
。
。
色
。g

社
）
や
回
目
ロω
冨
当
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
相
互
接
続
す
る
も
の
で
あ
り
、

S
E
S

社
の
天
然
ガ
ス
の
販
売
は
全
て
カ
リ
フ
オ

ル
ニ
ア
州
内
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た
め
、

F
E
R
e

に
同
施
設
へ
の
管
轄
権
は
な
く
C
P
U
C

の
管
轄
に
お
い
て
規
制

さ
れ
る
と
し
た
。



次
に
C
P
U
C

は
、
S
E
S

社
が
天
然
ガ
ス
の
輸
送
か
州
際
通
商
と
な
る
ガ
ス
の
二
次
販
売
に
従
事
し
て
い
な
い
の
で
、

N
G
A
 

の
い
う
「
天
然
ガ
ス
事
業
者
」
で
な
い
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に

C
P
U
C

は
、
L
N
G

を
輸
入
す
る
際
に
は
S
E
S

社
が
連
邦
規
制

当
局
に
認
可
申
請
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認
め
つ
つ
、

F
E
R
e

は
N
G
A

三
条
c

項
の
下
で
S
E
S

社
の
申
請
が
修

正
や
、
遅
滞
な
く
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
ま
た

C
P
U
C

は
、
N
G
A

三
条
が
L
N
G

施
設
の
地
点
確
保
、
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基
地
建
設
、
又
は
基
地
操
業
に
つ
い
て
規
定
し
て
お
ら
ず
、

の
基
地
操
業
を
規
制
す
る
権
限
が
な
い
と
し
た
。

F
E
R
e

に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
中
で

S
E
S

社
の
施
設
の
州
内

〆F句＼

一
一、、ー，〆

F
E
R
C

に
よ
る
宣
言
的
命
令

F
E
R
e

は
、
二
O
O

四
年
三
月
二
四
日
の
宣
言
的
命
令
に
お
い
て
、
同
委
員
会
と

C
P
U
C

、
そ
れ
に
S
E
S

社
が
、
S
E
S

（
叫
）

社
の
当
該
L
N
G

基
地
に
関
わ
る
全
提
案
が
州
際
通
商
と
は
か
か
わ
ら
な
い
と
の
認
識
で
一
致
し
て
い
る
と
し
た
。
逆
に
三
者
間
で

同
意
を
み
な
か
っ
た
の
は
、

F
E
R
e

の
み
が
主
張
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
、

N
G
A

三
条
に
よ
り
L
N
G

輸
入
基
地
の
地
点
確
保
と

基
地
建
設
と
基
地
操
業
を
F
E
R
e

が
排
他
的
に
規
制
で
き
る
と
し
た
部
分
で
あ
っ
た
。
以
下
、
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

L
N
G

輸
入
へ
の
排
他
的
な
管
轄
権
に
つ
い
て
の
先
例
に
、
主
に
州
際
通
商
に
関
す
る

（
花
）

事
例
を
扱
う
も
の
が
あ
る
と
説
明
し
た
。
S
E
S

社
の
提
案
は
外
国
と
の
貿
易
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
F
E
R
e

は
、

N
G
A

三
条
c

項
の
下
で
、
ω
。
。
色
。g

杜
が
F
E
R
e

の
管
轄
権
か
ら
免
れ
て
い
る
施
設
の
上
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
明
確
な
管
轄

（
苅
）

権
を
妨
げ
る
い
か
な
る
意
図
も
持
っ
て
い
な
い
と
し
た
。

F
E
R
e

は
、
宣
言
的
命
令
に
お
い
て
、

F
E
R
e

は
』
8
m
g
F
Z
0・F
E
・
（
以
下
、
「
ジ
ャ
パ
ン
ラ
イ
ン
社
」
と
い
う
。
）
対
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郡
事
件
を
取
り
上

げ
て
い
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
連
邦
最
高
裁
が
、
「
ジ
ャ
パ
ン
ラ
イ
ン
社
に
よ
る
外
国
と
の
貿
易
に
当
た
っ
て
は
国
家
的
利
益
の
確

（
円
）

保
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
」
と
し
た
。
F
E
R
e

は
、
外
国
と
の
貿
易
の
場
合
に
お
け
る
連
邦
の
先
占
事
例
で
あ
る
こ
の
事
例
と

本
件
と
の
区
別
が
で
き
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。
こ
れ
を
支
持
し
て
連
邦
最
高
裁
は
、
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
権
限
の
主
張
は

F

こ
の
中
で
、
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E
R
C

の
連
邦
政
府
の
命
令
と
矛
盾
し
て
い
る
か
、
又
は
両
立
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
州
の
権
限
は
取
り
去
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
河
）

い
。
」
と
し
た
。
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F
E
R
C

の
宣
言
的
命
令
に
疑
義
を
持
っ
た

S
E
S

社
は
、
F
E
R
e

に
対
し
て
再
審
理
を
求
め
る
申
請
を
な
し
、

F
E

R
e

に
よ
る
当
該
宣
言
的
命
令
に
は
、
以
下
の
法
律
上
の
論
点
が
あ
る
と
述
べ
た
。

さ
て
、

（
一
）
外
国
と
の
貿
易
と
州
際
通
商
と
州
内
通
商
を
そ
れ
ぞ
れ
区
別
す
る
方
法
と
、
そ
れ
ら
と
規
制
管
轄
の
関
係
。

〆’旬、、

一
一、、ー，〆

L
N
G

基
地
を
規
制
す
る
N
G
A

三
条
と
同
七
条
の
規
制
管
轄
権
の
範
囲
。

F
E
R
e

が
L
N
G

基
地
に
対
し
何
ら
か
の
規
制
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
。
で
き
る
と
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
条
件

/’......_ 

一一
一、、h圃〆〆

の
も
と
に
お
い
て
か
。

F
E
R
C

は
二
O
O

四
年
六
月
九
日
に
、
同
年
三
月
二
四
日
の
オ
ー
ダ
ー
は
適
法
で
あ
っ
た
と
し
て
、
再
聴
聞
の
申
請
を
拒
否
す

（
乃
）

る
決
定
を
な
し
た
。
F
E
R
e

の
三
月
二
四
日
の
オ
ー
ダ
ー
は
、
「
L
N
G

基
地
の
地
点
確
保
、
基
地
建
設
、
基
地
操
業
、
及
び
安

全
の
確
保
に
つ
い
て
、
国
の
厳
格
な
規
制
を
課
す
こ
と
に
よ
り
公
益
に
資
す
る
も
の
と
さ
せ
つ
つ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
逼
迫
を
緩

（
剖
）

和
す
る
た
め
に
外
国
か
ら
L
N
G

を
輸
入
さ
せ
る
」
こ
と
を
再
度
強
調
し
て
い
た
。
そ
の
論
理
に
再
び
依
拠
し
つ
つ
、

F
E
R
e

は
、

（
創
）

「
州
内
通
商
で
は
な
く
外
国
と
の
貿
易
で
あ
る
L
N
G

輸
入
は
、
州
規
制
の
対
象
で
は
な
く
、
連
邦
規
制
の
対
象
で
あ
る
」
と
し
た
。

S
E
S

杜
は
、
同
社
の
基
地
設
備
に
お
け
る
L
N
G

の
受
け
入
れ
は
、
純
粋
な
貿
易
で
あ
る
も
の
の
、
結
論
と
し
て
州
際
通
商
規

制
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
、
天
然
ガ
ス
の
取
引
が
結
局
は
全
て
州
際
通
商
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ

ろ
う
と
考
え
、
そ
れ
へ
の
対
処
を
模
索
し
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
思
惑
と
は
対
照
的
に
、

F
E
R
e

は
、
S
E
S

社
の
業

務
は
州
際
通
商
で
は
な
い
か
ら
、
F
E
R
e

に
は
N
G
A

七
条
の
下
に
お
け
る
州
際
通
商
規
制
管
轄
権
は
生
じ
な
い
が
、
S
E
S

社

（
位
）

が
提
案
し
て
い
る
L
N
G

基
地
は
、
F
E
R
C

の
N
G
A

三
条
の
貿
易
規
制
に
服
す
る
と
認
定
し
た
。
S
E
S

社
の
立
論
は
、
連
邦

議
会
は
、
州
内
の
活
動
の
み
を
目
的
と
す
る
L
N
G

基
地
の
地
点
確
保
、
基
地
建
設
、
及
び
基
地
操
業
規
制
を
、
「
結
果
的
に
」
州



立
論
に
よ
れ
ば
、

F
E
R
e

に
規
制
権
限
あ
り
と
立
論
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

L
N
G

基
地
の
地
点
確
保
、
基
地
建
設
、
及
び
基
地
操
業
が
、
全
て
将
来
の
州
際
通
商
に
影
響
す

際
通
商
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
理
由
を
も
っ
て
、

F
E
R
e

は
、

る
活
動
に
な
る
以
上
、
州
際
通
商
規
制
が
支
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
論
理
に
与
す
る
ま
で
も
な
く
、

F
E
R
C

は
S
E
S

社

に
よ
る
再
審
理
の
申
請
を
却
下
し
た
。
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四

考

察

S
E
S

社
事
例
と
U
5
1
0
8
社
事
件
と
の
関
係

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、
管
轄
権
を

L
N
G

基
地
に
及
ぼ
す
た
め
に
、
ロ
ン
グ
ピ
l

チ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
規
制
権
限
を
行
便
し
よ
う
と
し
た
。
S
E
S

社
か
ら
提
案
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
最
大
一
、

0
0
0

冨
冨
広
島
（
一
日
あ
た
り
一O
億
立
方
フ
ィ
ー
ト
）
の
天
然
ガ
ス
新
規
供
給
源
を
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
湾
岸
域
と
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

（
邸
）

ア
に
も
た
ら
し
、
天
然
ガ
ス
需
給
逼
迫
問
題
を
緩
和
す
る
設
計
で
あ
っ
た
。L
N
G

は
基
地
内
で
気
化
処
理
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
第

三
者
に
よ
っ
て
基
地
建
設
さ
れ
、
所
有
さ
れ
、
基
地
操
業
さ
れ
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、

ω
o
n巳
の
何
回
ω

社
が
興
味
を
示
し
、
手
を
挙
げ
た
。
同
社
の
既
存
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
と
合
わ
せ

る
と
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
長
さ
は
合
計
が
二
・
三
マ
イ
ル
に
達
す
る
。
さ
ら
に

S
E
S

社
は
、
L
N
G

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
に
よ
る
輸

S
E
S

社
事
例
に
お
い
て
、

L
N
G

を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
な
い
地
域
に
も
運
ぶ
こ
と
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
S
E
S

社
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
天
然
ガ

（
脳
）

ス
を
販
売
す
る
意
向
で
あ
っ
た
が
、
消
費
者
に
は
同
社
の
天
然
ガ
ス
し
か
選
択
肢
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

S
E
S

社
が
基
地
建
設
を
始
め
る
前
に
C
P
C
N

を
入
手
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
同
社
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

送
で
、

C
P
U
C

は
、
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法
の
下
で
「
公
益
事
業
者
」
で
あ
る
か
ら
だ
と
主
張
し
た
。

C
P
U
C

は
、

L
N
G

の
価
格
な
い
し
輸
入
を
規
制
す
る
意
思
を
示
さ



な
か
っ
た
が
、
提
案
さ
れ
た
L
N
G

基
地
の
立
地
選
定
と
保
安
に
つ
い
て
は
規
制
管
轄
権
が
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
S
E
S

社
の
他

122 
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社
と
の
合
併
な
ど
へ
の
懸
念
を
述
べ
た
。
C
P
U
C

は
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
内
で
他
の
天
然
ガ
ス
事
業
者
に
関
し
て
既
に
そ
れ
ら

の
対
象
の
領
域
を
規
制
し
て
い
る
と
し
た
。
こ
の
領
域
で
一
定
の
連
邦
の
規
則
を
必
要
と
す
る
な
ら
ば
、

S
E
S

杜
に
よ
っ
て
提
案

さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
州
際
通
商
へ
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
建
設
さ
れ
る

L
N
G

基
地
は
州
境
外
か

ら
天
然
ガ
ス
を
求
め
る
需
要
に
影
響
す
る
。
そ
の
う
え
、
S
E
S

社
事
例
に
お
い
て
基
地
建
設
の
た
め
に
提
案
さ
れ
る
L
N
G

基
地

（
部
）

は
ひ
と
つ
だ
け
と
い
う
事
実
を
も
っ
て
、
微
々
た
る
問
題
し
か
生
じ
な
い
と
い
う
こ
と
の
保
証
に
は
な
ら
な
い
。
も
は
や
い
ず
れ
の

州
に
お
け
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、

L
N
G

基
地
の
州
際
通
商
へ
影
響
力
は
極
め
て
実
質
的
な
も
の
に
な
る
。

か
つ
て
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
六
一
三
号
に
お
け
る

F
P
C

内
の
意
見
は
、
州
内
L
N
G

輸
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
連
邦
規
制
へ
の
材
料
を

提
供
す
る
。
F
P
C

委
員
の
多
数
派
は
、
そ
の
管
轄
権
に
関
連
し
て
、
天
然
ガ
ス
の
輸
入
と
輸
出
が
、
N
G
A

三
条
の
下
に
あ
る
と

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
思
鬼
門
釘g

社
の
地
点
確
保
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
活
動
が
、
純
粋
に
州
内
の
も
の
で
あ
っ
て
連
邦
の

管
轄
外
で
あ
る
こ
と
も
認
め
た
。
そ
し
て
委
員
の
大
多
数
が
、

N
G
A

七
条
の
下
で
の
C
P
C
N

を
口
町
丹
江m
g

社
に
求
め
る
べ
き

（
前
）

で
な
い
と
し
た
。
一
方
、

F
P
C

議
長
を
含
め
た
反
対
者
は
、
そ
れ
は
逆
に
規
制
の
空
白
を
設
け
る
も
の
だ
と
主
張
し
た
。
た
と
え

（
釘
）

ば
、
連
邦
に
は
ガ
ス
を
適
切
に
蓄
え
市
場
を
育
成
す
る
責
務
が
あ
る
か
ら
、
国
内
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
割
り
当
て
る
権
限
を
行
使

し
な
が
ら
、
輸
入
さ
れ
た
L
N
G

の
価
格
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
国
内
に
存
在
す
る
ガ
ス
の
価
格
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
及
び
天
然
ガ
ス
探
索

（
回
）

活
動
に
極
め
て
直
接
の
影
響
を
持
っ
て
い
る
と
反
対
者
は
論
じ
た
。
ま
た
、
料
金
規
制
を
行
う
責
任
を
全
う
し
な
け
れ
ば
、
オ
ピ
ニ

（
朋
）

オ
ン
六
二
二
号
の
下
で
は
、
連
邦
に
も
州
に
も
属
さ
な
い
規
制
の
空
白
が
作
ら
れ
る
と
主
張
し
た
。
特
に
富
。
。
円
四
可
委
員
は
、
多
数

意
見
を
大
要
以
下
の
よ
う
に
批
判
し
た
。
「
L
N
G

は
、
気
化
処
理
の
方
法
が
多
様
で
、
輸
送
形
態
も
画
一
的
で
は
な
く
、
消
費
者

（
卯
）

に
ど
の
よ
う
な
価
格
で
販
売
さ
れ
る
か
は
、
気
化
後
ど
の
州
際
通
商
の
ル
l

ト
に
乗
る
か
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。
」
こ
の
反
対
意
見

は
、
思
ω
丹
江m
g

杜
を
N
G
A

の
下
で
の
天
然
ガ
ス
事
業
者
と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
輸
入
行
為
、
料



（
但
）

金
設
定
、
設
備
の
運
用
、
営
業
、
販
売
、
輸
送
の
全
て
が
F
E
R
C

の
管
轄
に
服
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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オ
ピ
ニ
オ
ン
六
二
二
号
に
関
す
る
再
聴
聞
の
申
請
に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
益
事
業
委
員
会
（

Z
O
者
ペ
R
W
E
E
W
ω
2
・

（
位
）

i
g

ゎ
。B
B

宮
包
。
口
一
N
Y
P
S
C

）
は
、
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
る
と
規
制
の
空
白
が
生
じ
る
こ
と
を
問
題
に
し
た
。

N
Y
P

S
C

ら
は
、

N
G
A

の
三
条
と
同
七
条
の
下
で
、
連
邦
が
包
括
的
な
管
轄
権
を
巴

2
E
m
g社
の
施
設
と
販
売
に
は
有
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
同
社
の
基
地
が
州
内
に
な
る
か
と
か
、
天
然
ガ
ス
が
州
外
に
輸
送
さ
れ
販
売
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
と
は
無
関
係
で
あ
る

（
回
）

と
し
た
。
細
か
な
点
で
異
な
る
州
規
制
に
よ
る
よ
り
も
包
括
的
な
連
邦
の
規
制
に
よ
る
方
が
望
ま
し
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う

N
Y
P
S
C

ら
は
、
包
括
的
な
規
則
を
L
N
G

に
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
連
邦
の
決
定
が
州
の
規
則
を
先
占
す
る
と
い
う
な
ら
、

（
倒
）

販
売
と
施
設
へ
の
規
制
を
ど
こ
も
行
わ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と
し
た
。

N
G
A

が
連
邦
に
規
制
管
轄
権
を
与
え
た
に

、
え
で
、

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
行
使
し
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
州
が
そ
の
空
白
を
埋
め
る
べ
き
こ
と
を
促
す
も
の
と
理
解
さ
れ
か
ね
な

い
と
主
張
し
た
。S

E
S

社
事
例
で
は
、
F
E
R
e

が
L
N
G

輸
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
規
制
管
轄
権
を
主
張
し
な
い
部
分
に
は
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
が
L
N
G

輸
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
審
査
を
行
う
の
で
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
六
二
二
号
に
お
け
る
反
対
意
見
に
よ
っ
て

実
際
に
は
、

説
明
さ
れ
る
規
制
の
空
白
は
も
た
ら
さ
れ
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
州
が
適
所
に
州
内
の

L
N
G

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の

適
切
な
審
査
手
続
を
有
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
規
制
の
空
白
は
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
異
な
っ
た
政
策
を
も
っ
他
の
州
が
厳
し
い

審
査
基
準
を
適
用
す
る
一
方
で
、
州
に
よ
っ
て
は
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
承
認
の
た
め
の
緩
や
か
な
基
準
を
設

定
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
結
果
、
思

2
E
m
g
社
事
件
で
論
争
さ
れ
た
よ
う
に
規
制
を
す
る
意
図
が
な
い
州
が
、
厳
し
い
審
査

を
す
る
州
よ
り
も

L
N
G

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
き
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

い
わ
ゆ
る
州
の
C
P
C
N

を
排
他
的
に
発
行
し
、
L
N
G

輸
入
基
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
地
点
確
保
、
基
地
建
設
、
及
び
基
地
操
業
に
影
響
力
を
及
ぼ
そ
う
と
す

る
州
が
心
理
的
に
L
N
G

基
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
発
を
妨
げ
て
、
そ
の
結
果
、
天
然
ガ
ス
利
用
の
促
進
を
妨
げ
る
こ
と
に
も
な
る
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で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
事
態
は
不
透
明
感
が
増
す
こ
と
に
な
る
。
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通
商
権
限
の
積
極
的
作
用
と
し
て
の
N
G
A

規
制

N
G
A

三
条
の
下
で

L
N
G

基
地
建
設
申
請
を
し
た
が
、
c
p
U
C

は
、

N
G
A

三
条
は
L
N
G

に
つ
い
て
州
内
の
施
設
の
地
点
確
保
と
基
地
建
設
へ
の
F
E
R
e

の
排
他
的
な
管
轄
権
を
与
え
て
い
な
い
と

主
張
し
た
。
F
E
R
e

は
、
そ
の
宣
言
的
命
令
に
お
い
て
、
F
E
R
e

の
管
轄
権
は
通
商
の
領
域
に
排
他
的
に
存
在
す
る
と
明
言
し

（
回
）

て
、
「
同
社
の
提
案
は
外
国
と
の
貿
易
に
関
係
が
あ
る
」
と
し
つ
つ
、
「
外
国
と
の
貿
易
の
場
合
に
は
先
占
の
原
則
が
あ
て
は
ま
る
」

（
鮪
）

と
し
た
。

F
E
R
e

は
、
N
G
A

三
条
に
お
け
る
自
ら
の
権
限
を
弾
力
的
に
運
用
す
べ
き
も
の
と
し
た
。
そ
し
て
、
天
然
ガ
ス
の
輸

入
に
N
G
A

七
条
の
認
証
を
要
求
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
目
的
が
州
際
販
売
規
制
で
あ
ろ
う
と
州
内
販
売
規
制
で
あ
ろ
う
と

認
め
ら
れ
る
と
解
釈
し
、
そ
の
よ
う
な
形
式
に
お
い
て
、
N
G
A

三
条
の
権
限
に
よ
り
条
件
附
与
が
で
き
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

S
E
S

社
事
例
で
は
、
S
E
S

社
が
F
E
R
C

に
、

連
邦
最
高
裁
は
、
シ
エ
プ
ロ
ン
事
件
判
決
に
お
い
て
、
法
自
体
何
も
語
ら
な
い
か
、
又
は
法
の
文
言
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
と
き
に
、

（
肝
）

法
廷
が
法
の
合
理
的
な
有
権
解
釈
機
関
と
し
て
の
行
政
機
関
の
解
釈
に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。F
E
R
e

は
、
こ
れ
を
引
き
合

い
に
出
し
て
、
司
法
も
こ
の
判
断
を
支
持
す
る
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
か
つ
て

F
P
C

は
、
口
町
可
釘g

社
事
件
に
お
い
て
、
N
G
A

三
条
の
権
限
行
使
に
際
し
て
は
、
規
制
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
防
ぐ
に
必
要
な
権
限
を
行
使
す
れ
ば
足
り
る
の
で
は
な
く
、
柔
軟
に
そ
れ
を

（
錦
）

行
う
こ
と
も
重
要
だ
と
し
た
。

F
E
R
e

、

C
P
U
C

、
及
び
S
E
S

社
は
、
S
E
S

社
の
提
案
が
州
際
通
商
で
は
な
い
と
す
る
論

（
開
）

理
構
成
に
同
意
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
事
情
を
勘
案
す
る
と
、
N
G
A

三
条
は
明
白
に

N
G
A

七
条
の
C
P
C
N

に
つ
い
て
語
っ
て

は
い
な
い
が
、
N
G
A

三
条
の
下
で
F
E
R
e

に
は
州
内
L
N
G

輸
入
施
設
の
地
点
確
保
、
基
地
建
設
、
及
び
基
地
操
業
を
規
制
す

る
こ
と
に
条
件
を
付
す
権
限
が
正
当
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。



州
際
通
商
に
影
響
を
与
え
る
基
準
｜
｜
電
力
の
場
合
と
比
較
し
て

連
邦
議
会
は
、
F
P
A

二
O

一
条
b

項
が
F
E
R
e

に
管
轄
権
を
与
え
る
の
は
、
「
州
際
通
商
に
お
け
る
送
電
、
州
際
通
商
に
お

（
瑚
）

け
る
卸
売
電
気
販
売
、
た
だ
し
そ
れ
ら
に
該
当
し
な
い
全
て
の
電
気
の
販
売
を
除
く
」
場
合
で
あ
る
と
し
た
。F
P
C

対
フ
ロ
リ
ダ

3 
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電
力
電
灯
（
型
。
ユ
含
3
4
2
円

h
r
F－m
z
n。
・
u
F
P
＆
L

）
社
事
件
に
お
い
て
、
最
高
裁
判
所
は
、
電
気
販
売
が
州
際
通
商
に
影
響
す

（
則
）

る
と
い
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

F
P
C

の
管
轄
権
が
こ
の
条
項
に
基
づ
い
て
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
た
。
ま
た
F
P
A

二
O

一
条

c

項
は
、
州
際
通
商
と
な
る
送
電
と
は
、
「
あ
る
州
か
ら
そ
の
他
の
州
の
い
ず
れ
か
の
地
点
に
送
ら
れ
た
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
っ

（
問
）

て
、
米
国
内
で
完
全
に
消
費
さ
れ
る
も
の
」
と
定
義
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
連
邦
の
管
轄
権
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
電
気
の
州
際
移

F
P
A

二
三
条
b

項
は
F
E
R
C

の
管
轄
権
を
決
定
す
る
た
め
の
よ
り
広
い
審
査

送
が
あ
る
場
合
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、

基
準
を
含
ん
で
い
る
。
「
提
案
さ
れ
た
基
地
建
設
に
よ
っ
て
州
際
、
又
は
、
外
国
の
通
商
の
利
益
が
影
響
を
受
け
る
」
な
ら
ば
、F

（
瑚
）

P
A

二
三
条
b

項
が
ダ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
提
案
さ
れ
た
基
地
建
設
の
上
に
連
邦
の
管
轄
権
を
与
え
る
。

F
P
A

二
O

一
条
b

項
に

関
連
し
て
は
、
何
ら
か
の
行
為
が
「
州
際
通
商
」
で
あ
る
必
要
が
あ
る
が
、

F
P
A

二
三
条
b

項
で
は
、
連
邦
が
管
轄
権
を
有
す
る

（
胤
）

に
は
水
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
州
際
通
商
に
「
影
響
す
る
こ
と
」
で
足
り
る
と
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

F
P

＆
L

社
は
、
』o
z
a

ゎ
σ
E
B
己
】
。
当2
h
w
F
F
m
Z
（
ジ
ャ
ー
ジ
ー
セ
ン
ト
ラ
ル
電
力
電
灯
）
社
事
件
を
引
用
し
、
連
邦
議
会
が
、

委
員
会
に
そ
の
管
轄
権
を
「
通
商
に
影
響
す
る
活
動
」
に
も
与
え
る
選
択
が
で
き
た
の
に
あ
え
て
そ
の
よ
う
に
し
な
か
っ
た
と
主
張

（
問
）

し
た
。
連
邦
最
高
裁
は
F
P

＆
L

社
の
議
論
は
非
常
に
意
義
深
い
と
し
た
。
F
P
A

の
文
言
と
立
法
経
緯
に
鑑
み
て
、
議
会
が
連
邦

に
こ
れ
ら
を
規
制
さ
せ
な
い
つ
も
り
だ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
と
結
論
し
た
ジ
ャ
ー
ジ
ー
セ
ン
ト
ラ
ル
電
力
電
灯
社
事
件
で
は
、
こ

（
珊
）

れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
「
州
際
通
商
に
影
響
を
与
え
る
」
行
為
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
九
三
五
年
八
月
に
成
立

（
加
）

し
た
F
P
A

は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
州
際
通
商
に
影
響
す
る
活
動
」
を
射
程
に
収
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

連
邦
最
高
裁
は
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
セ
ン
ト
ラ
ル
電
力
電
灯
社
事
件
判
決
に
お
い
て
、
「
我
々
が
扱
っ
て
い
る
の
は
、
特
に
、
文
言
の
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使
用
に
つ
い
て
の
違
い
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
し
か
し
、

N
G
A

七
条
の
下
で
規
制
さ
れ
る
活
動
の
う
ち
「
州
際
通

126 
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商
に
影
響
を
与
え
る
」
も
の
の
判
定
基
準
が
十
分
に
確
立
さ
れ
た
と
は
結
局
の
と
こ
ろ
考
え
ら
れ
な
い
。
「
州
際
通
商
」
は
、N
G

A

の
下
で
は
、
「
あ
る
州
の
一
定
の
場
所
と
そ
の
州
以
外
の
州
の
い
ず
れ
か
の
場
所
と
の
問
と
の
通
商
と
、
あ
る
州
内
で
の
通
商
で

は
あ
る
が
、
通
商
の
際
に
一
部
州
外
を
通
過
す
る
通
商
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
そ
れ
ら
の
通
商
は
米
国
内
で
完
了
し
な
け
れ
ば

（
瑚
）

な
ら
な
い
」
の
で
あ
る
。
F
P

＆
L

社
事
件
で
は
、
L
N
G

基
地
を
め
ぐ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
純
粋
に
州
内
の
も
の
と
し
て

提
案
さ
れ
た
活
動
が
連
邦
の
規
制
管
轄
権
か
ら
外
さ
れ
た
が
、
そ
う
で
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
活
動
は
州
際
通
商
に
何
ら
か
の
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
当
然
に
考
え
ら
れ
た
。
連
邦
議
会
は
、

L
N
G

基
地
の
州
内
の
行
為
に
つ
い
て
、
州
際
通
商
条
項
を
修
正
す
る
ま
で

も
な
く
、
強
力
な
連
邦
の
権
限
を
天
然
ガ
ス
法
の
修
正
に
よ
り
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
連
邦
議
会
は
、
市
民
権
や
労
働
関
係
な

ど
の
問
題
を
解
決
す
る
に
あ
た
り
、
州
際
通
商
の
概
念
を
用
い
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
り
、

N
G
A

の
判
定
基
準
が
求
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め
る
の
は
ま
さ
に
州
際
通
商
に
影
響
す
る
個
別
法
の
問
題
に
関
す
る
事
柄
で
あ
っ
た
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
の
位
置
づ
け

連
邦
裁
判
所
は
、
州
法
の
規
制
内
容
が
合
衆
国
憲
法
州
際
通
商
条
項
に
照
ら
し
て
合
憲
で
あ
る
か
否
か
を
審
査
す
る
際
に
、
ま
ず
、

州
法
が
州
外
の
法
人
な
い
し
自
然
人
を
差
別
し
て
い
る
か
を
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
州
法
の
文
言
が
表
面
上
差
別
的
と
い
え
る

（
瑚
）

な
ら
ば
、
当
該
州
法
は
違
憲
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
も
し
当
該
州
法
が
、
表
面
上
差
別
的
と
ま
で
は
言
え
な
い
な
ら
ば
、
つ
ぎ
に

（
川
）

連
邦
裁
判
所
は
、
当
該
州
法
に
は
差
別
的
目
的
あ
る
い
は
差
別
的
効
果
が
あ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
こ
と
に
な
る
。

c
p
U
C

は
、

（
山
）

S
E
S

社
の
提
案
し
た
業
務
内
容
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
二
一
六
、
二
二
一
、
二
二
二
、
二
二
七
、
及
び
二
二
八
の
各
条
の
も
と
、

（
山
）

同
州
の
公
益
事
業
に
該
当
す
る
と
主
張
し
た
。
ま
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
一

O
O

一
条
の
も
と
で
は
、
公
益
事
業
は
、
そ
の
施

設
の
基
地
建
設
を
始
め
る
前
に
C
P
U
C

か
ら
C
P
C
N

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で

C
P
U
C

は
、
S
E
S

4 



社
が
な
す
こ
の
よ
う
な
申
請
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
の
要
請
を
完
全
に
満
た
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
理
由
で
、
異
議
を
申
し

（
出
）

立
て
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
一

O
O
五
条
は
、
以
下
の
趣
旨
を
規
定
す
る
。

c
p
U
C

は
、
聴
開
会
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

米国LN G輸入基地規制をめぐる連邦法の適用理論に関する一考察

申
請
さ
れ
た
認
証
を
発
行
し
、
あ
る
い
は
発
行
を
拒
否
で
き
る
。
ま
た
、
施
設
の
基
地
建
設
許
可
に
関
す
る
部
分
に
限
っ
て
認
証
を

発
行
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
認
証
書
に
一
定
の
権
利
を
賦
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
以
下
の
要

件
が
あ
る
。
申
請
が
時
宜
に
適
っ
た
も
の
で
、
委
員
会
が
認
証
の
発
行
又
は
発
行
拒
否
を
決
定
す
る
前
に
聴
開
会
を
開
く
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に
同
州
法
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
「
公
益
事
業
者
が
、
自
ら
従
事
し
よ
う
と
す
る
業
務
内
容
の
公
共
性
及
び

必
要
性
の
確
認
を
受
け
な
い
ま
ま
、
施
設
を
基
地
建
設
し
、
又
は
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
C
P
U
C

は
基
地
建
設
の
中
止
を
命
じ

（
出
）

る
こ
と
が
で
き
る
。
」
そ
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
は

C
P
U
C

に
、
以
下
を
考
慮
の
後
に
、

C
P
C
N

を
与
え
る
こ
と
を
可
能

に
し
て
い
る
。

（
こ
共
同
体
と
し
て
の
価
値

（
二
）
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
域
と
公
園

（
三
）
歴
史
的
価
値
あ
る
い
は
美
観

（
四
）
環
境
へ
の
影
響

（
国
）

右
に
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
一

O
O
二
条
a

項
の
下
、
厳
格
な
手
続
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
c
p
C
N

の
申
請
者
は
提
案
施

設
の
工
学
的
デ
ザ
イ
ン
、
基
地
建
設
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
現
可
能
性
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
一

O
O
五
条
a

項
の
下
で
は
、
そ
の
よ
う
な
条
件
及
び
期
限
を
附
し
て
、
C
P
U
C

が
「
公
共
性
と
必

要
性
に
基
づ
く
判
断
」
に
よ
り
C
P
C
N

を
発
行
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、

C
P
U
C

が
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
安
全
に
関
わ
る
施

設
の
基
地
建
設
そ
の
他
に
つ
き
費
用
を
増
大
さ
せ
る
条
件
を
課
す
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
伝
統
的
な
サ
ー
ビ
ス
費
用
に
基
づ
く
料
金

設
定
で
は
、
こ
れ
ら
の
コ
ス
ト
は
顧
客
に
転
嫁
さ
せ
ら
れ
る
。
費
用
の
価
格
転
嫁
に
よ
り
全
て
の
顧
客
が
支
払
う
料
金
を
増
加
さ
せ
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る
こ
と
に
よ
っ
て
、
拡
大
す
る
コ
ス
ト
は
総
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
・
維
持
に
充
て
ら
れ
る
。
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
対
ウ
エ
ス
ト
ヴ
ア

（
旧
）
（
山
）

l

ジ
ニ
ア
州
事
件
と
ニ
ュ
l

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
電
力
社
対
ニ
ュ
l

ハ
ン
プ
シ
ャ
i

州
事
件
に
お
い
て
、
連
邦
最
高
裁
は
天
然
ガ
ス
と
水

128 

力
発
電
に
よ
る
電
気
を
対
象
と
す
る
保
護
主
義
的
対
策
を
実
施
す
る
州
規
制
を
、
合
衆
国
憲
法
に
照
ら
し
て
違
憲
で
あ
る
と
宣
言
し

た
。
L
N
G

輸
入
の
目
的
な
い
し
効
果
が
排
他
的
に
よ
り
安
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
州
内
に
保
有
さ
せ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
は

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
市
民
の
利
益
に
反
す
る
ば
か
り
か
、
合
衆
国
憲
法
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、
単
に
不
合
理
な
L
N
G

の
値
上
げ
を
禁
止
す
る
こ
と
の
み
で
は
、
州
内
産
の
天
然
ガ

ス
を
州
内
に
保
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
価
格
転
嫁
の
不
利
益
を
受
け
る
顧
客
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
外
に
い
る
な
ら
ば
、
L
N
G

（
又
は
、
国
内
産
天
然
ガ
ス
）
は
州
際
通
商
と
し
て
流
通
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、

F
E
R
e

は
、
価
格
転
嫁
を
承
認

し
、
差
別
的
行
為
を
指
摘
す
る
権
限
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
、

L
N
G

輸
入
が
卸
販
売
か
、
州
際
通
商
に
お
け
る
輸
送
の
た

め
に
意
図
さ
れ
る
な
ら
ば
、
L
N
G

基
地
の
地
点
確
保
、
基
地
建
設
、
及
び
基
地
操
業
は
N
G
A

七
条
の
下
に
お
い
て

F
E
R
e

の

管
轄
に
服
す
る
。
そ
の
後
は
、

F
E
R
e

が
、
そ
の
有
す
る
規
制
権
限
を
実
際
に
行
使
す
る
か
否
か
の
裁
量
の
問
題
と
な
る
。

最
終
的
に
、
二
O
O

二
年
一
二
月
に
、

F
E
R
e

は
、
二
疋
の
条
件
の
下
、
サ
ー
ビ
ス
費
用
規
則
と
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
規
制
を

新
L
N
G

基
地
に
は
も
た
ら
さ
な
い
と
し
た
。
そ
し
て
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
国
R
W
E
R
可
L
N
G

基
地
に
つ
い
て
市
場
ベ
l

ス
の

料
金
設
定
を
ま
ず
は
承
認
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
基
地
の
市
場
ベ
l

ス
の
料
金
体
系
に
よ
っ
て
高
価
な
L
N
G

施
設
の
コ
ス
ト

を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
そ
う
も
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
市
場
の
代
替
的
な
財
に
比
し
て
あ
ま
り
に
も

L
N
G

は
競
争
的
で
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
司
法
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
に
よ
る
規
制
が
そ
の
目
的
な
い
し
効
果
に
お
い
て
差
別
的

で
あ
る
と
認
定
す
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
州
規
制
の
目
的
な
い
し
効
果
が
差
別
的
で
あ
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
と
さ
れ
る
と
、

司
法
は
比
較
衡
量
に
よ
る
審
査
に
進
む
。
こ
れ
は
か
つ
て

E
w
o
対
回
2
8
n
v
z
R
F
L口
。
・
事
件
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
審
査
手

法
で
あ
り
、
ま
さ
に
州
際
通
商
に
影
響
す
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
に
つ
い
て
審
査
す
る
際
に
そ
れ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事



件
に
お
い
て
、
連
邦
最
高
裁
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
当
該
州
法
が
正
当
な
地
方
の
公
益
を
実
現
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
り
、
州
際
通
商
へ
の
影
響
が
微
少
で
、
そ
の
よ
う
な
通
商
に
課
さ
れ
る
事
業
者
の
負
担
も
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
方
の
利
益

（
川
）

に
比
し
て
過
度
で
な
い
場
合
に
は
、
州
規
制
は
是
認
さ
れ
る
。
」

S
E
S

社
は
、
こ
れ
で
は
C
P
U
C

が
自
ら
C
P
C
N

の
発
行
を
拒
否
す
る
結
果
、
提
案
さ
れ
た
L
N
G

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
基
地
建
設
を
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
は
、
州
内
に
提
案
さ
れ
る
追
加
的
天
然

し
か
し
、
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ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

C
P
C
N

を
発
行
す
る
際
に
は
、
C
P
U
C

が
、
追
加
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
現
在
の
、
そ
し

て
、
予
期
さ
れ
た
将
来
の
住
民
、
産
業
、
商
業
、
事
業
者
の
た
め
の
競
争
的
価
格
で
の
天
然
ガ
ス
の
価
格
決
定
を
要
求
す
る
旨
を
規

定
す
る
。
C
P
U
C

は
、
そ
の
よ
う
な
競
争
的
な
価
格
設
定
が
州
に
と
っ
て
最
善
で
あ
る
と
認
定
す
る
と
き
、
C
P
C
N

を
発
行
す

（
山
）

る
こ
と
と
な
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
と
っ
て
最
善
と
認
め
る
と
き
に
、

C
P
U
C

が
L
N
G

基
地
の
建
設
を
認
め
る
べ
く
C
P

C
N

を
発
行
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
合
衆
国
全
体
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
一
方
で
州
に
と
っ
て
は
損
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合

L
N
G

基
地
の
安
全
そ
の
他
の
問
題
に
よ
り
、
財
産
へ
の
悪
影
響
な

ど
の
懸
念
に
よ
る
州
民
か
ら
の
反
対
に
直
面
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
逆
に
、
州
の
政
策
が
、
合
衆
国
の
他
の
場
所
で

L
N
G

か
他
の

に
は
、
ど
の
よ
う
な
扱
い
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
州
政
府
は
、

交
換
可
能
な
資
源
な
い
し
設
備
に
関
す
る
利
用
価
値
に
影
響
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
米
国
に
お
い
て
も
、

L
N
G

は
国
家
の
基

(m
) 

盤
を
支
え
る
石
油
代
替
資
源
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
一
つ
の
州
が
連
邦
と
は
無
関
係
に
発
行
す
る

C
P
C
N

に
よ
り

L
N
G

施
設
を
基

地
建
設
す
る
よ
う
に
決
定
し
た
場
合
、
L
N
G

に
輸
入
を
許
す
か
ど
う
か
は
他
州
に
必
ず
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
状
況
は

（
凶
）

明
ら
か
に
、
か
つ
て
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
六
二
ニ
号
に
お
け
る

F
P
C

の
思
惑
に
は
合
わ
な
い
。

州
委
員
会
が
L
N
G

基
地
建
設
を
拒
否
し
て
、
そ
の
結
果
L
N
G

輸
入
を
妨
げ
る
場
合
も
、
天
然
ガ
ス
及
び
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
の
物
資
へ
の
効
果
は
国
家
に
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

C
P
U
C

に
よ
れ
ば
、
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、
他
国
か
ら

（
問
）

や
っ
て
く
る
天
然
ガ
ス
の
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
消
費
す
る
」
。
も
し
L
N
G

基
地
の
地
点
確
保
を
拒
否
す
る
と
、
カ
リ
フ
ォ
ル
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ニ
ア
州
の
天
然
ガ
ス
需
要
を
満
た
す
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
外
の
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
利
用
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

C
P
U
C

は
む
し
ろ
、

L
N
G

基
地
を
誘
致
し
つ
つ
、
地
点
確
保
と
保
安
に
つ
い
て
の
規
制
権
限
を
確
保
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
そ

し
て
C
P
U
C

は
、
「
F
E
R
e

は
、
全
米
五
O
州
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
特
質
に
応
じ
て
持
っ
て
い
る
特
別
な
知
識
を
、
そ
の
州
と
同

（
問
）

程
度
に
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
」
と
指
摘
し
た
。
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五

企士
II＇口

五
日

==
HH 

か
の
F
E
R
e

対
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
事
件
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
経
済
活
動
の
負
担
と
利
益
を
調
整
す
る
連
邦
議
会
の
立
法
行

（
凶
）

為
は
合
憲
性
の
推
定
を
受
け
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
連
邦
最
高
裁
判
事
は
、
法
廷
外
に
お
い
て
以
下
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
州
際
通
商
規
制
権
限
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
自
体
完
成
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
。
他
の
憲
法
上
の
規
定
と
比

（
国
）

較
し
て
も
、
最
大
限
の
行
使
が
可
能
で
あ
り
、
ま
ず
制
約
は
な
い
。
」
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
通
商
規
制
権
限
は
州
際
通
商
に
影
響
す
る

（
瑚
）

活
動
に
同
様
に
及
び
、
当
然
に
L
N
G

基
地
建
設
や
L
N
G

輸
入
施
設
の
基
地
操
業
に
も
及
ぶ
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て

F
E
R
C

対
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
事
件
で
採
用
さ
れ
た
基
準
に
つ
い
て
、
連
邦
最
高
裁
は
、
以
下
の
場
合
に
の
み
連
邦
規
制
法
の
違
憲
無

効
を
宣
言
で
き
る
と
し
た
。
そ
れ
は
、
限
定
的
事
例
に
つ
い
て
と
は
い
え
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
「
規
制
さ
れ
た
内
容
が
い
か
な
る

合
理
的
な
基
礎
も
持
た
な
い
こ
と
が
明
白
な
場
合
」
で
あ
る
。
一
方
、
州
際
通
商
条
項
に
照
ら
し
て
も
州
法
の
有
効
を
宣
言
す
る
こ

と
を
可
能
と
す
る
場
合
は
、
規
制
さ
れ
た
活
動
が
州
際
通
商
に
影
響
を
与
え
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
及
び
、
選
択
さ
れ
た
規

（
即
）

制
の
手
段
と
規
制
目
的
に
関
連
が
あ
る
こ
と
が
明
白
な
場
合
に
限
ら
れ
る
。
州
が
、

L
N
G

基
地
に
関
連
し
て
、
こ
の
ハ
ー
ド
ル
を

乗
り
越
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
と
い
う
の
は
、

L
N
G

基
地
に
お
け
る
活
動
と
、
そ
れ
が
州
際
通
商
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
「
合

理
的
な
関
連
が
全
く
な
い
」
と
は
と
う
て
い
言
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
「
州
際
通
商
」
と
「
申
請
目
的
」
（
す
な
わ
ち
地



点
確
保
、
基
地
建
設
、
基
地
操
業
に
お
け
る
そ
れ
）

の
聞
に
は
合
理
的
な
関
連
が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

州
事
件
で
連
邦
最
高
裁
が
用
い
た
判
断
基
準
に
類
す
る
判
断
基
準
が
、

F
E
R
e

対
ミ
シ
シ
ッ
ピ

L
N
G

基
地
の
地
点
確
保
、
基
地
建
設
、
基
地
操
業
に
適
用

さ
れ
る
と
す
る
と
、
L
N
G

基
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
そ
の
も
の
は
州
際
通
商
に
か
か
わ
ら
な
い
と
し
て
も
、
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
そ

れ
が
州
際
通
商
に
与
え
る
結
果
の
聞
に
は
合
理
的
な
関
連
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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F
E
R
C

対
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
事
件
に
お
い
て
連
邦
最
高
裁
が
採
用
し
た
基
準
に
従
え
ば
、

L
N
G

の
輸
入
が
州
際

通
商
に
影
響
を
与
え
得
る
範
囲
に
は
、
L
N
G

の
輸
入
に
か
か
わ
る
L
N
G

基
地
の
場
所
、
基
地
建
設
及
び
基
地
操
業
そ
の
も
の
も

含
ま
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
過
去
の
長
い
期
間
、
連
邦
規
制
当
局
側
に
、
州
レ
ベ
ル
な
い
し
地
方
レ
ベ
ル
で
、
こ
れ
ら
の
事
柄
を
規
制

こ
の
よ
、
つ
に
、

さ
せ
る
方
が
よ
り
効
果
的
と
の
考
え
が
あ
り
、
こ
の
間
、
L
N
G

基
地
が
連
邦
レ
ベ
ル
で
規
制
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
、
州
レ
ベ
ル

と
す
べ
き
か
に
つ
い
て
様
々
な
理
論
が
双
方
の
立
場
か
ら
供
さ
れ
、
今
や
特
定
の

L
N
G

基
地
の
操
業
が
州
際
通
商
に
影
響
す
る
か

ど
う
か
は
、
政
治
的
問
題
で
は
な
く
む
し
ろ
完
全
に
法
の
理
論
的
解
釈
の
問
題
と
な
っ
た
。
本
稿
の
中
で
紹
介
し
た

S
E
S

社
事
例

に
お
け
る
F
E
R
e

の
考
え
方
は
、
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
出
し
た
現
在
の
連
邦
規
制
当
局
の
理
論
構
成
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

L
N
G

基
地
の
地
点
確
保
、
基
地
建
設
、
及
び
基
地
操
業
に
対
す
る
権
限
争
い
に
ま
つ
わ
る
訴
訟
行
為
は
沈
静
化
し
て
い
る
も
の
の
、

当
事
者
が
意
図
す
れ
ば
、
今
後
司
法
に
お
い
て
決
着
を
つ
け
る
こ
と
が
（
理
論
的
に
は
）
大
部
分
に
お
い
て
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

（1
）
L
N
G

輸
入
基
地
及
び
そ
の
貯
蔵
タ
ン
ク
の
技
術
的
な
仕
組
み
に
つ
き
、
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
天
然
ガ
ス
部
会
『
天
然
ガ
ス
の
す

べ
て
ー
そ
の
資
源
開
発
か
ら
利
用
技
術
ま
で
｜
』
一
一
一
ー
ー
一
一
三
頁
（
二
O
O

八
年
）
参
照
。
『
慶
慮
義
塾
創
立
一
五
O
年
記
念
論
文

集
』
公
法
E

巻
（
二
O
O

八
年
）
所
収
の
拙
稿
「
米
国
に
お
け
る
L
N
G

輸
入
基
地
の
立
地
規
制
に
関
す
る
一
考
察
｜
規
制
権
限
を
め
ぐ

る
連
邦
と
州
の
衝
突
問
題
｜
」
の
後
註
ロ
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
「
慶
謄
義
塾
創
立
一
五

O
年
記
念
論
文
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
拙

稿
は
、
本
稿
に
掲
げ
た
連
邦
天
然
ガ
ス
法
三
条
及
び
七
条
の
規
制
領
域
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
所
与
の
も
の
と
し
て
、
当
該
規
制
の
実
際
や

そ
の
外
延
領
域
を
連
邦
と
州
の
衝
突
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
観
察
し
た
も
の
と
言
っ
て
良
い
。
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（2
）
森
川
哲
男
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
及
び
大
西
洋
市
場
の
天
然
ガ
ス
事
情
と

L
N
G

需
給
動
向
（
二
O
O
七
年
度
）
」
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
』

三
四
巻
四
号
七
七
頁
（
二
O
O
八
年
）
参
照
。
現
在
の
日
米
そ
の
他
の
L
N
G

受
入
基
地
の
既
存
・
新
規
双
方
の
リ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
米
国
で
は
三
八
基
地
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
完
成
予
定
期
日
が
未
定
の
も
の
が
二
四
基
地
に
及
ぶ
。

な
お
、
米
国
は
国
内
消
費
用
の
L
N
G

生
産
基
地
も
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
（
国
内
消
費
用
で
あ
っ
て
輸
出
の
予
定
は
な
い
）
。
液
化

能
力
は
年
間
九

O
O
万
ト
ン
ク
ラ
ス
に
な
る
予
定
で
あ
る
。
現
在
、
出
資
者
は

Jへ
己
】
内
。
ロ
同
】
凶
－

∞
】
。
宮
と
さ
れ
て
い
るO
完
成
時
期
等
の
詳
細
は
未
定
で
あ
る
。
一
方
、
我
が
国
は
、
稼
働
中
の

L
N
G

輸
入
基
地
は
二
七
基
地
に
な
っ

て
お
り
、
計
画
中
の
も
の
が
七
基
地
あ
る
。
こ
れ
ら
計
画
中
の
も
の
の
う
ち
、
完
成
予
定
期
日
が
未
定
の
も
の
が
三
基
地
あ
る
。

（3
）
山
口
正
康
「
天
然
ガ
ス
時
代
へ
の
道

5

｜

L
N
G

需
給
暗
転
！
日
本
は
楽
観
し
す
ぎ
て
い
た
｜
」
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
一
一

0
0
八
年
八
月
号
一
一
四
頁
。
山
口
氏
は
N
I
M
B
Y

を
、
う
ち
の
近
所
で
は
ご
免
こ
う
む
る
と
い
う
住
民
エ
ゴ
と
断
じ
て
い
る
。

（4
）
日
本
の

L
N
G

輸
入
相
手
国
に
米
国
が
含
ま
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
き
、
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
（
編
）

『
最
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
』
六
五
頁
（
二
O
O

七
年
）
参
照
。
な
お
、
渡
遁
道
仁
「
二
O
O

七
年
の
世
界
の
L
N
G

需
給
動
向
と
L

N
G

ス
ポ
ッ
ト
市
場
の
概
要
」
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
』
三
四
巻
五
号
一
四
頁
（
二O
O
八
年
）
、
穴
沢
朋
子
「
米
国
に
お
け
る
石
炭
火
力
導

入
、
L
N
G

需
給
見
通
し
動
向
に
つ
い
て
」
「
海
外
電
力
』
二
O
O

八
年
九
月
号
三
九
頁
も
参
照
。

（5
）
宮
崎
信
也
「
米
州
の
中
長
期

L
N
G

需
要
と
L
N
G

基
地
計
画
に
つ
い
て
」
「
都
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会
第
一
二
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

研
究
会
セ
ミ
ナ
ー
報
告
書
』
一
四
頁
（
二
O
O
六
年
）
参
照
。

（6
）
合
衆
国
憲
法
第
一
章
八
節
三
項
は
、
州
際
通
商
（

E
Z
B
S
Z
8
5
5
2
8

）
を
連
邦
法
が
制
定
で
き
る
分
野
と
し
て
規
定
し
て
お

り
、
こ
れ
を
根
拠
に
し
て
多
く
の
連
邦
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
州
際
通
商
と
は
一
般
に
複
数
の
州
に
ま
た
が
る
商
業
事
項
を
対
象
と
し

て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
適
用
範
囲
は
広
く
、
連
邦
議
会
の
権
限
拡
張
の
見
地
か
ら
も
有
効
な
規
定
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

（7
）
冨
。
巳
S

回
O
R
F
E
a
g
o
出
a
z
m
昨
日
色
。g
H
E
－5
1
→
q
g
E
巳
円
』
ロ
ユ
色
付
丘
。
ロ
。
認
可
∞
庄
ロ
や
わ
。
ロ

2
2

の
位
。P
K
Fロ
品
。
胃g
t
。
ロ

E
F

ゅ
の
。
ロ
件
。
M
円
件
。
同
（
U。
B
5
2
8
n
E
己
ω
0

』
ロ
江ω同
）
円
己
【
目
。
ロ
の

0
・
N
∞
何
一
Z
問
問
。
J門
戸
・
』
・
ロ
印
（

N
c
o
g
・

（8
）
今
後
の
米
国
ガ
ス
需
要
の
増
大
、
ガ
ス
輸
入
拡
大
を
見
込
ん
で
、
現
在
複
数
の

L
N
G

受
入
基
地
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
代
表
的
な

も
の
と
し
て
は
、
間
内
包
ロ
冨
。
E
－
に
よ
る
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
で
の
基
地
建
設
計
画
、
ω
F
o－
－
の
メ
キ
シ
コ
湾
で
の
計
画
、
（
V
F
2
8口
、H，O
M
S
1

8

の
メ
キ
シ
コ
湾
で
の
基
地
建
設
計
画
、

n
v
o巳
2
0

に
よ
る
同
じ
く
メ
キ
シ
コ
湾
で
の
四
ヵ
所
の
計
画
な
ど
。
三
菱
商
事
も
米
国
子
会
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m
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鳴
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排
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戸
当
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ト
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人
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同
（
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ロ
h
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t
~
ι
e
封
〈
室
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~

躍
さ
糧
J
ν

エ
ト
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ieej.or .jp/news/trend/pdf/usa040630. pdf. 
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僅
悌
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同
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ギ
!
1
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1
眠
時
漏
~

!l 
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エ
ド
’
~
ト
会
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堕
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http://www.mitsubishicorp.com/jp/bg/energy/uusterminal.html.

布
~
，

*
l
寝
!
l
~

士
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一
峠
ト
ム
Q
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J
ト
エ
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1
1
0
0
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時
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部
w
~
容
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時
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∞
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漏
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~
t
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恒
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聖
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j時
1.蛍
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U=1
刊

（！曙）
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怪
磐
田
司
会
ヨ

..lJ<4湘
飾
帯
保
－

+E~filI
恒
去
三
会
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若
手
←
時
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~
~
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1
0
0
~
社
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蜘
堕
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See also N. 

A
m
.
 E
n
e
r
g
y
 W
o
r
k
i
n
g
 Group, E

n
e
r
g
y
 Info. Admin., N

o
r
t
h
 America: T

h
e
 E
n
e
r
g
y
 Picture (2002), available at 

http://www.eia.doe.gov/emeu/northamerica/engsupp.htm. 

（
~
）
 

See Office of Fossil Energy, D
ep’t of Energy, Coal &

 Natural G
a
s
 Electric P

o
w
e
r
 Systems, available at 

http ://fossil. energy. g
o
v
 /programs/powersystems/. 

(;:::) 
Office of Fossil Energy, D

ep’t of Energy, T
h
e
 Turbines of T

o
m
o
r
r
o
w
,
 available at http://fossil.energy.gov/ 

programs/powersystems/turbines/. 

（
~
）
 

Rich Ferguson, Ctr. 
for E

n
e
r
g
y
 Efficiency &

 R
e
n
e
w
a
b
l
e
 Techs., 

R
e
d
u
c
i
n
g
 D
e
m
a
n
d
 for Natural G

a
s
 in 

California, 
Natural 

G
a
s
 
M
a
r
k
e
t
 
Outlook 

(2003), 
available 

at 
http://www.energy.ca.gov/naturalgas/docu

・

ments/2003-12-9+10 workshop/presentations/HA d
e
m
a
n
d
 r
e
d
/
C
E
E
R
T
 2003-12

・09.PDF.

（
ロ
）

SE
S’s Application for Authority to Site, Construct, a

n
d
 Operate L

N
G
 Import Terminal Facilities at pp. 4-6.

機

E基
地

1
：
蛍
「
J
Z
0
綱
要
E
誕
E
盟
Q
母1fil網

、
臨
」
『
吋
峠
会
主
ヤ
ー
ト
＋
マ
ー

1ト
-4.I

g
r
~
唱＠

-R~
＜
－
-R-Rf眠

（
1
1
0
0

］.酔）。

（
ヨ
）

zoc:i::111
蝶
e
µ
.
.
同
出

υ!l..L.ii-0......:1ZO
審
司
←
〈
曜
~
e
件

ffi:H展
｛
同
ti'

Zミ
ト

E;;..@E;;
~
~
i
-
0
 
(See 15 U.S.C. 717b(a) 

(
2
0
0
0
）.）。

After six m
o
n
t
h
s
 f
r
o
m
 J
u
n
e
 21, 

1938, n
o
 person shall export a

n
y
 natural gas f

r
o
m
 the United States to a

 forｭ

eign country or import a
n
y
 natural gas f

r
o
m
 a

 foreign country without first having secured a
n
 order of the 
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C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 authorizing it 

to d
o
 so. T

h
e
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 shall issue such order u

p
o
n
 application, unless, after opｭ

portunity for hearing, it 
finds that the proposed exportation or importation will not be consistent with the 

public interest. T
h
e
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 m
a
y
 b
y
 its order grant such application, in w

h
o
l
e
 or in part, with such modiｭ

fication a
n
d
 u
p
o
n
 such t

e
r
m
s
 a
n
d
 conditions as the C

o
m
m
i
s
s
i
o
n
 m
a
y
 find necessary or appropriate, a

n
d
 m
a
y
 

f
r
o
m
 time to time, after opportunity for hearing, a

n
d
 for g

o
o
d
 cause shown, m

a
k
e
 such supplemental order in 

the premises as it 
m
a
y
 find necessary or appropriate. 

1
~

’
Z
 (.j <i::ヰ

J蝶
G',

µ
＿
.
同
出
υ
：
！
吋

r-QH<~~
ヰミ

rく
e
ま
盛
期
短
：

.1,.,..lJ-:4)布
小
υ
ι
υ
z
燃
に

G
'
+
t
~
~
展
｛
同
士
！
~
ト

G'-:4)G'~
嶋
崎

(See 15 U.S.C. 717f(c)(l)(A) (2000
）.）。

N
o
 natural-gas c

o
m
p
a
n
y
 or person w

h
i
c
h
 will be a

 natural-gas c
o
m
p
a
n
y
 u
p
o
n
 completion of a

n
y
 proposed conｭ

struction or extension shall e
n
g
a
g
e
 in the transportation or sale of natural gas, subject to the jurisdiction of the 

Commission, or undertake the construction or extension of a
n
y
 facilities therefor, or acquire or operate a

n
y
 such 

facilities or extensions thereof, unless there is 
in force with respect to such natural-gas c

o
m
p
a
n
y
 a

 certificate of 

public convenience a
n
d
 necessity issued b

y
 the C

o
m
m
i
s
s
i
o
n
 authorizing such acts or operations: Provided, howevｭ

er, T
h
a
t
 if a

n
y
 such natural-gas c

o
m
p
a
n
y
 or predecessor in interest w

a
s
 bona fide engaged in transportation or sale 

of natural gas, subject to the jurisdiction of the Commission, o
n
 February 7, 

1942, over the route or routes or within 

the area for w
h
i
c
h
 application is m

a
d
e
 a
n
d
 has so operated since that time, the C

o
m
m
i
s
s
i
o
n
 shall issue such certifiｭ

cate without requiring further proof that public convenience a
n
d
 necessity will be served b

y
 such operation, a

n
d
 

ithout further proceedings, if application for such certificate is m
a
d
e
 to the C

o
m
m
i
s
s
i
o
n
 within ninety days after 

F
e
b
r
u
a
r
y
 7, 

1942. P
e
n
d
i
n
g
 the determination of a

n
y
 such application, the continuance of such operation shall be 

lawful. 

（
巴
）

Border Pipe Line Co., 8
 F.P.C. 773 (1949). 

（
ヨ
）

Id. 

（
口
）

Border Pipe Line Co. v. 
F
P
C
,
 171F.2d149, 151 (1948). 

（NTgoN）恥NH網目∞駅信州貯川浩



的何回

Id. 
at 

150. 

Id. 
at 151. 

Id. 

Id. at 152. 

Distrigas, 4
7
 F.P.C. 752, 754 (1972). 

Id. 
at 760. 

Id. 
at 754. 

Id. at 755. 

Id. at 754. 

Id. 
at 755-756. 

Id. 
at 756. 

Id. 
at 755. 

Id. 
at 760-761. 

Id. 
at 765. 

Id. 
at 756. 

Id. 

Id. 
at 765. 

Id. 
at 763. 

Id. 

Id. 
at 764. 

Id. 

Id. 
at 760. 

Id. 
at 780. 

（
~
）
 

（
含
）

（~） 

（尽）

（~） 

（
お
）

（~） 

（
民
）

（
お
）

（
お
）

（~） 

（
お
）

(
g
)
 

（
お
）

（~） 

（~） 

（
認
）

（
沼
）

（
お
）

（お）

（符）

（
訟
）

($
) 
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。的同

（
弓
）

Id. at 779-780. 

（
句
）

Id. 
at 780. 

（
匂
）

Id. 
at 783. 

（
手
）

Distrigas Corp. v. 
F
P
C
,
 495 F.2d 1057, 1061 (1974). 

（
甲
）

Distrigas, 49 F.P.C. 1145 (1973). 

（
事
）

Distrigas, 495 F
 .2d at 1061. 

（
与
）

Id. 
at 1057. 

（
事
）

Id. 
at 1062. 

（
年
）

Id. 
at 1063. 

(SS) 
Id. 

（
目
）

Id. 

（
~
）
 

Id. 

（
~
）
 

Id. 

(;J!;) 
Id. 

（
巴
）

Id. 
at 1064. 

（
旨
）

Id. 
at 1059. 

（
民
）

D
y
n
e
g
y
 L
N
G
 Prod. T

e
r
m
i
n
a
l
 L.P., 97 F.E.R.C. P

 61,231 (2001). 

（
包
）

Id. 

(
 
~
）
 

S
e
e
 Natural G

a
s
 Policy A

c
t
 of 1978 Title V

I
 601(a)(l)(C), Pub. L. No. 95-621, 92 Stat. 3350 (1978), a

m
e
n
d
e
d
 b
y
 

Natural G
a
s
 W
e
l
l
h
e
a
d
 Decontrol A

c
t
 of 1989 3

 (b)(7), Pub. L. N
o
.
 101-60, 103 Stat. 157 (1989). 

(
 

g
)
 
S
e
e
 also Notice of Intervention a

n
d
 Protest of the Public Utilities C
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米国LN G輸入基地規制をめぐる連邦法の適用理論に関する一考察

不
足
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
連
邦
議
会
は
天
然
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ス
政
策
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給
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。
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れ
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八
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台
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。
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史
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落
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